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早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─1
一
　
は
じ
め
に
　
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
は
、『
十
六
夜
日
記
』
を
翻
案
し
た
物
語
で
、
現
在
確
認
さ
れ
る
近
世
以
前
書
写
の
伝
本
は
四
本
の
み
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
は
こ
の
う
ち
の
一
本
で
あ
る
川
瀬
一
馬
旧
蔵
本
を
収
蔵
し
た
（
以
下
、
早
稲
田
大
学
本
と
呼
ぶ
）。
早
稲
田
大
学
本
は
『
徳
川
実
紀
』
を
編
纂
し
た
成なる
島しま
司もと
直なお
（
一
七
七
八
〜
一
八
六
二
）
の
書
写
・
旧
蔵
本
で
も
あ
り
、
同
作
の
近
世
に
お
け
る
唯
一
の
考
証
で
あ
る
長
文
の
識
語
が
書
写
さ
れ
る
。
　
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
の
翻
案
の
度
合
い
を
知
る
た
め
に
、『
十
六
夜
日
記
』
に
つ
い
て
ま
ず
解
説
し
た
い
。
同
作
は
藤
原
為
家 
（
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
）
の
晩
年
の
正
妻
、
阿
仏
尼
（
一
二
二
五
頃
〜 
一
二
八
三
）
作
の
紀
行
・
日
記
で
、
前
半
は
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
十
月
十
六
日
に
都
を
出
発
し
、
中
世
東
海
道
を
馬
か
輿
で
下
向
し
て
、
同
二
十
九
日
に
鎌
倉
に
到
着
す
る
ま
で
の
「
路
次
の
記
」、
後
半
は
鎌
倉
到
着
か
ら
後
、
翌
年
秋
ま
で
の
一
年
間
の
鎌
倉
滞
在
の
記
「
東
日
記
」
か
ら
成
る
。
流
布
本
に
は
最
後
に
作
品
全
体
の
表
現
を
集
約
す
る
長
歌
が
附
属
し
、
最
も
古
態
を
示
す
九
条
家
旧
蔵
本１
な
ど
に
は
『
阿
仏
仮
名
諷
誦
』
が
合
写
さ
れ
る
。
　
阿
仏
尼
が
鎌
倉
へ
下
向
し
た
目
的
は
、
御
子
左
家
が
俊
成
以
来
領
家
職
を
領
有
し
て
き
た
、
播
磨
国
細
川
庄
の
地
頭
職
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
為
家
は
阿
仏
と
の
間
に
も
う
け
た
為
相
を
鍾
愛
し
、
和
歌
の
典
籍
、
文
書
を
相
続
さ
せ
、
離
別
し
た
前
妻
宇
都
宮
頼
綱
女
と
の
子
、
嫡
男
為
氏
に
与
え
て
い
た
荘
園
も
次
々
と
為
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
八
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
　
幾
　
浦
　
裕
　
之
─　　─2
相
に
与
え
よ
う
と
し
た
。
為
家
は
一
度
為
氏
に
与
え
た
細
川
庄
ま
で
も
、
悔
い
返
し
て
為
相
に
与
え
る
と
い
う
譲
状
を
生
前
残
し
た
。
し
か
し
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
の
為
家
の
没
後
、
為
氏
は
悔
い
返
し
を
認
め
な
い
公
家
法
を
根
拠
に
、
為
相
の
細
川
庄
相
続
を
妨
害
し
た
。
四
年
後
阿
仏
尼
は
為
相
に
代
り
、
悔
い
返
し
を
認
め
る
武
家
法
の
裁
断
を
受
け
る
た
め
、
荘
園
の
実
質
的
な
支
配
権
で
あ
る
地
頭
職
を
管
轄
し
て
い
る
、
幕
府
の
あ
る
鎌
倉
へ
と
下
向
し
た
の
で
あ
る
。
阿
仏
尼
は
さ
ら
に
四
年
後
の
弘
安
六
年
、
裁
判
の
結
果
を
見
届
け
ず
に
、
六
十
余
歳
で
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
で
没
し
た
。
現
在
は
鎌
倉
市
扇
ガ
谷
の
英
勝
寺
近
く
の
崖
下
に
供
養
塔
が
あ
る２
。
阿
仏
尼
は
早
期
に
結
果
が
出
る
と
考
え
て
下
向
し
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
が３
、
訴
訟
が
為
相
の
勝
訴
と
し
て
決
着
し
た
の
は
、
さ
ら
に
三
〇
年
後
の
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
十
六
夜
日
記
』
に
は
裁
判
の
行
方
が
描
か
れ
な
い
。
　
そ
れ
に
対
し
て
、『
阿
仏
東
く
だ
り
』
で
は
、
阿
仏
尼
は
徒
歩
で
下
向
し
、
鎌
倉
滞
在
三
年
で
所
領
安
堵
の
御
教
書
を
賜
り
、
生
き
て
帰
京
す
る
。
下
向
の
当
初
の
目
的
に
対
す
る
結
末
が
な
い
こ
と
に
不
満
を
抱
い
た
『
十
六
夜
日
記
』
の
享
受
者
が
、
お
そ
ら
く
翻
案
の
筆
を
執
っ
た
と
み
ら
れ
る
。『
阿
仏
東
く
だ
り
』
の
成
立
は
「
太
平
記
の
成
立
し
て
か
ら
後
、
多
く
の
お
伽
草
紙
の
類
の
生
れ
る
こ
ろ
」（
池
田
亀
４鑑
）
と
さ
れ
、
た
し
か
に
室
町
期
成
立
の
物
語
と
共
通
し
た
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
国
文
学
研
究
で
は
何
ら
か
の
史
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
論
も
現
れ
、
歌
論
書
『
夜
の
鶴
』
成
立
と
も
関
連
さ
せ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
　
そ
の
な
か
で
近
年
、
田
渕
句
美
子
に
よ
っ
て
表
現
面
の
検
討
や
女
性
仮
託
の
他
の
偽
書
と
の
比
較
な
ど
か
ら
、
同
作
は
流
布
本
『
十
六
夜
日
記
』
を
も
と
に
、
お
そ
ら
く
非
貴
族
層
の
手
で
、
歴
史
的
事
実
に
と
ら
わ
れ
ず
、
虚
構
や
想
像
を
交
え
て
創
作
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た５
。
二
　
伝
本
　
現
在
確
認
さ
れ
る
近
世
以
前
書
写
の
伝
本
は
以
下
の
四
本
の
み６
で
あ
り
、
そ
の
書
承
関
係
も
〈
１
〉、〈
２
〉、〈
３
〉、〈
４
〉
の
順
番
で
あ
る
。
先
行
の
翻
刻
・
注
釈
は
い
ず
れ
も
〈
１
〉
学
習
院
大
学
本
か
〈
２
〉
国
会
図
書
館
本
を
底
本
と
し
て
お
り７
、〈
３
〉
早
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─3
稲
田
大
学
本
に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
者
の
川
瀬
一
馬
の
論
文
「
現
存
「
阿
佛
吾
妻
下
り
」
の
原
本
に
就
い
て８
」
に
自
身
の
架
蔵
本
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
本
文
の
全
文
翻
刻
は
な
く
、
巻
末
の
「
大
進
匡
聘
」
の
識
語
の
翻
刻
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。〈
２
〉
国
会
図
書
館
本
の
脱
落
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
の
書
写
本
で
あ
り
、
さ
ら
に
奥
書
に
み
え
る
「
長
塩
宗
泉９
」
が
〈
２
〉
を
書
写
し
た
本
を
、
間
に
も
う
一
度
書
写
を
経
て
さ
ら
に
写
し
た
の
が
、〈
３
〉
早
稲
田
大
学
本
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。本
文
も
〈
１
〉、
〈
２
〉
の
伝
本
に
対
し
て
異
同
が
認
め
ら
れ
、
司
直
が
同
作
を
い
か
に
書
写
、
享
受
し
た
か
を
伝
え
る
。
現
存
伝
本
の
書
誌
を
先
行
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
公
開
画
像
に
拠
っ
て
ま
ず
示
す
。
〈 
１
〉
学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
所
蔵
本
（
九
一
三
・
六
一
／
五
〇
〇
六
）
　
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
画
像
公
開
。
　
袋
綴
装
一
冊
。
縦
26
・
８
㎝
、
横
19
㎝
、
香
色
原
表
紙
。
綴
糸
後
補
。
外
題
は
左
肩
題
簽
に
「
阿
仏
東
く
た
り　
全
」
と
墨
書
。
内
題
な
し
。
見
返
し
本
文
共
紙
。
一
丁
オ
モ
テ
右
上
に
「
青
谿
書
屋
」、
そ
の
下
に
「
寶
玲
文
庫
」「
阿
波
國
文
庫
」「
不
忍
文
庫
」
最
終
丁
に
「
月
明
荘
」「
不
求
甚
解
」
の
蔵
書
印
を
捺
す
。
字
高
約
16
・
５
㎝
、
一
面
九
行
、
和
歌
は
一
〜
二
字
下
げ
で
一
首
二
行
書
き
。
墨
付
全
四
九
丁
、
前
後
遊
紙
な
し
。
奥
書
な
し
。
川
瀬
一
馬
に
よ
れ
ば
「
其
の
書
写
年
代
は
紙
質
筆
蹟
等
よ
り
見
て
、
大
体
元
禄
前
後
の
も
の
」。
屋
代
弘
賢
旧
蔵
本
。
弘
賢
の
没
後
、
阿
波
國
文
庫
↓
大
島
雅
太
郎
↓
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
↓
反
町
茂
雄
↓
現
蔵
（
後
ろ
見
返
し
に
「
文
私
大
研
設
助
成
／
昭
和
34
年
（1053
）」）
の
印
）。
〈
２
〉
国
会
図
書
館
所
蔵
『
輪
池
叢
書
』
巻
三
四
所
収
本
（
ち-
七
）
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
画
像
公
開
。
　
『
輪
池
叢
書
』
巻
三
四
は
縦
刷
毛
目
渋
引
き
の
保
護
表
紙
で
、
な
か
に
袋
綴
装
を
三
冊
合
綴
。
そ
れ
ぞ
れ
書
名
は
『
依
田
記
』『
阿
佛
東
く
た
り
』『
行
基
法
師
國
益
記
』。『
行
基
法
師
國
益
記
』
の
保
護
表
紙
に
「
青
木
印
」、
原
表
紙
に
「
白
石
所
蔵
」
印
を
捺
す
。
　
『
阿
佛
東
く
た
り
』
は
縦
23
㎝
、
横
16
㎝
。
同
書
名
を
本
文
共
紙
楮
紙
表
紙
の
左
肩
に
墨
書
直
書
き
。
内
題
な
し
。
表
紙
右
上
に
─　　─4
「
ろ
三
十
八
」
と
墨
書
し
た
紙
片
を
貼
付
。
表
紙
左
下
と
一
丁
オ
モ
テ
右
下
に
「
不
忍
文
庫
」、
表
紙
右
下
に
「
白
石
所
蔵
」
の
蔵
書
印
を
捺
す
。
一
面
七
行
、
和
歌
一
字
下
げ
で
一
首
二
行
書
き
。
墨
付
六
二
丁
。
前
後
遊
紙
な
し
。
四
九
丁
ウ
ラ
に
虫
損
の
形
を
模
写
し
て
「
も
と
歟
」
と
傍
記
し
た
箇
所
が
あ
り
、〈
１
〉
学
習
院
大
学
本
の
同
本
文
に
ま
さ
し
く
虫
損
が
あ
る
た
め
、
そ
の
書
写
本
と
知
ら
れ
る
。
一
面
行
数
は
異
な
る
も
の
の
、
字
詰
め
ま
で
〈
１
〉
を
忠
実
に
書
写
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
川
瀬
一
馬
の
先
掲
論
文
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
脱
落
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
た
ゝ
せ
た
ま
ふ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
付
近
に
二
箇
所
あ
る
の
が
原
因
と
み
ら
れ
る
目
移
り
に
よ
る
も
の
で
、
五
一
丁
オ
モ
テ
に
書
写
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
以
下
の
約
四
行
分
を
脱
落
し
て
い
る
。
「
ほ
と
に
き
た
の
か
た
大
き
に
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
て
か
ら
の
い
し
を
そ
付
さ
せ
た
ま
ひ
に
け
る
そ
の
ゝ
ち
御
せ
う
そ
こ
あ
り
て
と
し
こ
ろ
お
も
ひ
た
ゝ
せ
た
ま
ふ
」（〈
１
〉
学
習
院
大
学
本
三
九
丁
ウ
ラ
〜
四
〇
丁
オ
モ
テ
）。
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
屋
代
弘
賢
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
「
○
○
歟
」
な
ど
の
傍
記
が
あ
り
、
本
文
自
体
も
弘
賢
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。
　
国
会
図
書
館
所
蔵
『
輪
池
叢
書
』
は
屋
代
弘
賢
旧
蔵
本
を
含
む
写
本
叢
書
の
名
前
で
、
旧
蔵
者
は
白
石
千
別
↓
青
木
信
寅
↓
東
京
図
書
館
↓
帝
国
図
書
館
↓
現
蔵Ａ
。
現
在
国
会
図
書
館
が
四
三
冊
（
外
集
、
一
九
冊
）、
ま
た
無
窮
会
神
習
文
庫
が
二
三
冊
（
自
筆
稿
本
）
を
所
蔵
す
る
。
一
部
に
明
治
期
書
写
の
写
本
を
合
綴
し
た
冊
も
あ
り
、
弘
賢
の
蔵
書
を
中
心
と
し
て
後
人
の
増
補
も
窺
わ
れ
る
叢
書
で
あ
るＢ
。
国
会
図
書
館
所
蔵
『
輪
池
叢
書
』
第
一
冊
の
一
丁
目
、
『
初
子
日
小
松
引
記
』
の
表
紙
に
は
東
京
図
書
館
の
司
書
の
識
語
を
墨
書
す
る
。「
本
書
輪
池
叢
書
ト
稱
シ
屋
代
弘
賢
ノ
蒐
集
ニ
係
ル
ト
云
フ
然
レ
ト
モ
間
時
代
符
合
セ
ス
後
人
ノ
増
補
ニ
出
ル
如
キ
者
ア
リ
今
妄
リ
ニ
其
名
ヲ
改
メ
ス
姑
ク
疑
ヲ
存
ス　
明
治
廿
八
年
一
月　
東
京
圖
書
館
司
書
記
」。
こ
こ
か
ら
、
東
京
図
書
館
で
受
け
入
れ
た
際
に
は
既
に
『
輪
池
叢
書
』
と
い
う
叢
書
名
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
〈
３
〉
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
ヘ
一
〇　
七
三
七
五
）
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
画
像
公
開
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─5
　
袋
綴
装
一
冊
、
縦
23
・
２
㎝
、
横
16
・
４
㎝
、
香
色
無
地
表
紙
。
綴
糸
は
原もと
、
絹
製
。
角
布
の
剥
離
痕
あ
り
。
外
題
は
保
護
表
紙
右
肩
に
墨
書
直
書
き
で
「
異
本
十
六
夜
日
記
」。
こ
の
保
護
表
紙
左
下
に
は
、
朱
筆
か
朱
方
印
が
あ
っ
た
の
を
磨
り
消
し
た
痕
が
あ
るＣ
。
本
来
の
表
紙
の
左
肩
に
は
墨
書
直
書
き
で
「
十
六
夜
日
記
異
本
」。
内
題
な
し
。
見
返
し
本
文
共
紙
、
楮
紙
。
字
高
18
・
５
㎝
、
一
面
九
行
。
和
歌
一
〜
一
字
半
下
げ
で
一
首
一
行
書
き
。
墨
付
三
一
丁
、
前
後
遊
紙
な
し
。
成
島
司
直
書
写
。
川
瀬
論
の
指
摘
の
如
く
、
先
に
述
べ
た
〈
２
〉
の
四
行
分
の
脱
落
を
二
一
丁
ウ
ラ
で
踏
襲
し
て
お
り
、〈
２
〉
か
ら
書
写
さ
れ
て
き
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
前
見
返
し
右
側
に
は
昭
和
甲
子
（
一
九
八
四
）
年
の
川
瀬
一
馬
の
識
語
（
①
）
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
中
央
に
は
「
翠
麓
叢
書
」
の
布
目
地
題
箋
を
添
付
。
そ
の
左
側
に
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
月
二
日
の
川
瀬
の
識
語
（
②
）
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
②
に
川
瀬
自
ら
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
屋
代
弘
賢
・
大
島
雅
太
郎
旧
蔵
本
（〈
１
〉
学
習
院
大
学
本
）
が
早
稲
田
大
学
本
の
原
本
（
現
存
伝
本
中
の
祖
本
）
で
あ
る
と
川
瀬
は
既
に
見
做
し
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
本
と
は
漢
字
仮
名
遣
い
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
差
異
を
一
丁
オ
モ
テ
（
の
実
際
は
冒
頭
四
行
の
み
）
に
川
瀬
が
朱
筆
傍
書
し
、
〈
１
〉
の
屋
代
弘
賢
旧
蔵
本
は
さ
ら
に
別
に
写
し
た
と
い
う
（
こ
の
識
語
は
前
見
返
し
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
右
第
一
葉
」
は
当
然
な
が
ら
慣
用
句
で
、
位
置
的
に
は
本
文
一
丁
オ
モ
テ
は
左
に
位
置
す
る
）。
①
「
昭
和
甲
子
秋
久
に
し
て
本
書
を
取
り
出
し
見
る
に
、
若
り
し
日
の
筆
の
跡
ま
こ
と
に
拙
く
恥
か
し
き
姿
な
れ
ど
も
、
旧
を
懐
ふ
情
一
入
な
り
。
昭
和
八
年
九
月
、
書
誌
学
一
ノ
五
に
論
文
を
公
表
す
。
左
の
朱
筆
は
そ
の
直
前
の
も
の
な
り
。　
一
馬
識
」（
六
角
形
陰
刻
朱
「
馬
」
印
）。
②
「
阿
波
国
文
庫
不
忍
文
庫
旧
藏
吾
妻
下
り
一
冊
（「
江
戸
中
期
以
後
の
寫
か
」
と
傍
書
）
大
島
氏
青
谿
書
屋
所
藏
、
本
書
の
原
本
た
り
。
比
校
す
る
に
眞
字
仮
名
の
差
右
第
一
葉
に
示
せ
る
が
如
し
、
乃
ち
別
に
影
鈔
畢
ぬ　
昭
和
八
年
七
月
二
日　
川
瀬
一
馬
」。
　
附
属
帙
の
左
肩
題
簽
に
「
阿
佛
吾
妻
下
り　
異
本
十
六
夜
日
記
」
と
墨
書
し
、
川
瀬
の
「
馬
」
朱
印
を
捺
す
。
帙
の
内
側
に
、
「
阿
仏
吾
妻
下
り
一
冊
本
郷
永
義
書
店
於
て
求
之　
昭
和
六
年
五
月
日　
　
　
川
瀬
一
馬
」
と
朱
筆
直
書
き
。
一
丁
オ
モ
テ
右
下
に
長
方
形
陽
刻
朱
印
「
三
柚
書
屋
」（
川
瀬
一
馬
）、
長
方
形
陽
刻
朱
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印
「
成
島
文
庫
」（
成
島
司
直
）、
三
一
丁
オ
モ
テ
左
下
に
六
角
形
陰
刻
朱
方
印
「
馬
」（
川
瀬
一
馬
）
を
捺
す
。
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
る
「
翠
麓
叢
書
」
は
、
成
島
司
直
編
の
叢
書
で
あ
り
、
早
稲
田
大
学
本
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
翠
麓
は
司
直
の
号
の
ひ
と
つ
で
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
「
翠
麓
叢
書
」
四
冊
が
所
蔵
さ
れ
、
同
叢
書
は
若
干
、
他
の
所
蔵
機
関
に
も
現
存
す
る
。
〈
４
〉
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
（
二
〇
六
・
五
六
〇
）
　
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
に
て
画
像
公
開
。
　
袋
綴
装
一
冊
、
縦
23
・
２
㎝
、
横
16
・
３
㎝
。
横
刷
毛
目
渋
引
き
表
紙
。
左
肩
に
墨
書
直
書
き
で
『
阿
佛
吾
妻
く
た
り
』。
表
紙
右
上
に
「
国
書
門
／
松
岡
本
記
録
／
壱
冊
／
第
二
號
」
の
蔵
書
票
を
貼
付
。
内
題
な
し
。
見
返
し
本
文
共
紙
。
墨
付
二
六
丁
、
前
後
遊
紙
な
し
。
一
面
九
行
。
和
歌
二
字
下
げ
で
一
首
一
行
書
き
。
巻
末
に
〈
３
〉
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
と
同
じ
「
大
進
匡
聘
」
の
識
語
が
あ
り
、〈
３
〉
を
書
写
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
筑
後
久
留
米
藩
士
で
有
職
故
実
家
の
松
岡
行
義
の
書
写
本Ｄ
。
松
岡
家
献
納
本
。
三
　
成
島
司
直
の
書
写
に
つ
い
て
　
従
来
、
巻
末
の
識
語
の
筆
者
で
あ
る
「
大
進
匡
聘
」
は
成
島
司
直
自
身
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
き
た
。
川
瀬
一
馬
は
先
掲
論
文
で
「
何
人
か
未
詳
で
あ
る
が
、
或
は
成
島
司
直
で
は
な
い
か
と
私
考
す
る
」
と
し
、
田
渕
句
美
子
も
「
司
直
が
大
進
匡
聘
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
な
が
ら
、
年
代
的
に
は
ま
さ
し
く
同
時
代
で
あ
る
」
と
考
察
し
て
い
る
。
　
し
か
し
川
瀬
一
馬
も
先
掲
論
文
で
の
翻
刻
で
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
識
語
末
尾
の
「
右
一
巻
書　ヲ
写　メp
之
令w
熟
覧q
引w
諸
籍q
所w
附
考q
之
趣
也
」
や
そ
の
前
の
奥
書
に
は
本
文
同
筆
で
返
り
点
が
付
し
て
あ
る
。
当
該
本
が
司
直
自
筆
と
認
め
ら
れ
るＥ
の
で
あ
れ
ば
、
司
直
自
筆
の
識
語
に
返
り
点
を
司
直
自
ら
が
付
す
と
は
考
え
難
い
。
司
直
が
書
写
し
た
親
本
に
こ
の
識
語
が
書
写
さ
れ
て
い
た
な
ど
し
た
も
の
を
、
司
直
が
当
該
本
に
転
写
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。『
阿
仏
東
下
り
』
は
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
よ
う
に
東
海
道
の
地
名
や
行
程
に
お
い
て
も
地
理
的
誤
謬
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
人
名
や
官
職
に
つ
い
て
も
正
確
な
知
識
の
欠
如
、
事
実
誤
認
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
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が
み
ら
れ
るＦ
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
以
来
、
幕
府
正
史
『
御
実
紀
』（『
徳
川
実
紀
』）
の
編
集
主
任
を
務
め
、
天
保
六
年
も
ま
さ
し
く
そ
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
幕
府
奥
儒
者
の
成
島
司
直
が
、
こ
の
よ
う
な
錯
誤
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
で
司
直
は
多
く
の
紀
行
文
を
執
筆
し
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
も
『
日
光
供
奉
之
記
露
の
道
芝
』（
ヘ
一
〇　
四
二
六
六
）
が
所
蔵
さ
れ
る
。
当
然
先
行
す
る
仮
名
の
紀
行
文
へ
の
関
心
も
あ
り
、
『
阿
仏
東
下
り
』
の
よ
う
な
紀
行
的
物
語
に
も
興
味
を
も
っ
て
書
写
し
た
の
だ
と
み
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
早
稲
田
大
学
本
と
、「
大
進
匡
聘
」
の
手
に
な
る
、
あ
る
著
作
と
の
対
応
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の
『
冷
泉
正
統
記
』（
外
題
。
写
本
一
冊
、
23
・
１
×
16
・
３
㎝
、
印
記
「
成
島
文
庫
」）
巻
末
に
は
「
天
保
六
年
三
月
下
旬
三
代
門
下
大
進
匡
聘Ｇ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
早
稲
田
大
学
本
の
奥
書
と
同
じ
年
月
次
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
を
書
写
し
た
と
み
ら
れ
る
天
保
一
三
年
松
岡
明
忠
写
の
一
本
（
二
〇
七
・
七
四
〇
）
が
あ
る
。
書
陵
部
本
は
辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究Ｈ
』
で
夙
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
書
陵
部
の
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
で
画
像
も
確
認
で
き
る
（
親
本
と
み
ら
れ
る
天
理
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
、
稿
者
は
未
見
で
あ
る
）。
　
『
冷
泉
正
統
記
』
は
藤
原
長
家
よ
り
為
村
ま
で
の
伝
記
で
、
奥
書
の
前
に
は
「
為
泰
卿
以
来
の
伝
、
及
長
家
卿
よ
り
今
に
至
り
、
族
系
且
又
為
綱
卿
以
来
、
関
東
武
家
其
外
門
人
の
伝
、
追
て
下
巻
に
考
へ
記
す
べ
し
。」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
同
本
の
為
相
の
項
目
に
は
冷
泉
家
成
立
に
関
わ
る
記
述
が
含
ま
れ
て
お
り
、
阿
仏
尼
に
関
す
る
次
の
記
述
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
部
分
的
に
示
す
。
　
　
「
為
相
卿
は
為
氏
卿
別
腹
の
弟
也
。
母
阿
佛
尼
、
前
但
馬
守
平
廣
重
女
、
元
は
安
嘉
門
院
侍
女
四
条
局
と
云
し
。
為
教
卿
、
為
守
、
源
承
法
印
、
其
外
女
子
二
三
人
、
同
腹
也
。
為
氏
卿
の
母
は
為
家
卿
先
妻
に
て
宇
都
宮
頼
綱
入
道
蓮
生
法
師
女
也
。（
中
略
）
建
治
元
年
為
家
卿
薨
じ
ら
れ
け
る
時
に
、
為
相
卿
十
三
才
侍
従
従
五
位
上
た
り
。
兄
為
氏
卿
五
十
四
才
大
納
言
也
。
此
時
為
家
卿
遺
言
に
て
、
為
相
十
五
才
に
成
給
は
ゞ
跡
を
継
せ
べ
し
、
家
器
、
書
籍
等
は
阿
仏
尼
の
預
ら
れ
け
る
が
、
建
治
三
年
為
相
卿
十
五
才
と
い
へ
共
、
兄
為
氏
卿
細
川
庄
を
押
領
し
て
渡
さ
ゞ
り
け
る
に
依
て
、
朝
庭
執
政
家
に
申
せ
共
、
是
非
の
分
ち
も
決
せ
ざ
り
し
故
、
阿
仏
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尼
潜
か
に
十
月
十
六
日
京
を
立
出
て
、
鎌
倉
に
赴
き
給
ふ
。
此
時
の
紀
行
、
十
六
夜
日
記
と
て
、
後
世
弘
く
賞
し
給
ふ
。
去
程
に
、
将
軍
三
位
中
将
源
惟
康
卿
の
執
権
北
条
左
馬
権
頭
時
宗
に
就
て
、
事
の
由
を
訴
ふ
。
時
宗
聞
入
て
惟
康
卿
に
達
す
と
い
へ
共
、
易
く
決
し
難
し
。
然
る
に
京
に
て
も
為
氏
卿
、
為
世
卿
父
子
、
此
事
を
訴
ふ
と
さ
云
り
。
三
年
の
間
是
非
の
沙
汰
な
か
り
し
。
阿
仏
尼
も
久
敷
鎌
倉
に
在
て
労
し
給
ふ
に
や
、
病
に
か
ゝ
り
け
ん
。
然
れ
共
、
弘
安
二
年
七
月
廿
日
、
惟
康
卿
仰
に
て
、
重
代
の
領
知
細
川
庄
、
為
相
卿
に
返
し
給
ふ
由
、
執
権
よ
り
教
書
を
し
て
阿
仏
尼
に
傳
ふ
。
為
氏
卿
は
多
年
押
領
、
誠
に
不
義
心
の
旨
御
い
ま
し
め
有
て
、
京
へ
申
遣
す
と
の
事
也
。
阿
仏
尼
大
に
歓
び
、
上
京
し
給
ふ
が
、
程
な
く
お
と
ろ
ひ
、
終
に
弘
安
三
年
四
月
八
日
卒
し
給
へ
り
。（
中
略
）
母
阿
仏
尼
鎌
倉
に
暫
く
下
り
居
給
ひ
、
将
軍
の
北
方
も
な
さ
け
を
掛
て
い
た
は
ら
れ
し
。」
　
為
教
、
源
承
法
師
を
阿
仏
尼
の
子
で
為
相
の
同
腹
と
す
る
の
は
伝
記
上
誤
り
で
あ
り
、
そ
の
後
は
か
な
り
『
阿
仏
東
下
り
』
に
拠
っ
た
ら
し
い
、
現
実
よ
り
二
年
早
い
鎌
倉
下
向
か
ら
足
か
け
三
年
後
の
「
弘
安
二
年
七
月
廿
日
」
に
、
将
軍
源
惟
康
の
仰
せ
で
執
権
よ
り
所
領
安
堵
の
御
教
書
を
賜
っ
て
帰
京
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
大
進
匡
聘
」
は
実
証
的
に
考
証
を
進
め
な
が
ら
も
、
か
な
り
『
阿
仏
東
下
り
』
を
冷
泉
家
の
由
来
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
信
頼
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
冷
泉
家
の
「
三
代
門
弟
」
で
あ
っ
た
「
大
進
匡
聘Ｉ
」
が
、『
阿
仏
東
下
り
』
を
冷
泉
家
秘
蔵
の
『
十
六
夜
日
記
』
と
見
做
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
翻
刻
の
最
後
に
当
該
本
の
親
本
の
親
本
の
親
本
で
あ
る
〈
２
〉
国
会
図
書
館
本
と
の
異
同
を
一
覧
に
し
た
が
、「
長
塩
宗
泉
」
本
の
書
写
が
粗
雑
で
あ
っ
た
た
め
も
あ
る
の
か
、
か
な
り
異
同
が
あ
り
、
特
に
長
歌
に
お
い
て
は
甚
だ
し
い
。
諸
本
を
校
合
し
作
品
の
原
態
に
遡
及
す
る
上
で
は
〈
１
〉
学
習
院
大
学
本
に
及
ば
な
い
こ
と
は
明
白
な
当
該
本
で
あ
る
が
、
近
世
期
儒
者
の
仮
名
紀
行
文
の
享
受
の
一
例
と
し
て
の
価
値
を
認
め
、
こ
こ
に
全
文
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。
注（
１
） 
岩
佐
美
代
子
『
宮
廷
女
流
文
学
読
解
考　
中
世
編
』（
笠
間
書
院　
一
九
九
九
年
）
に
研
究
、
翻
刻
が
あ
る
。
（
２
） 
ほ
か
に
京
都
に
も
明
治
四
十
四
年
、
鉄
道
の
移
設
工
事
で
現
在
地
に
移
転
し
た
大
通
寺
に
阿
仏
の
墓
が
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─9
（
３
） 
森
井
信
子
「
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
に
つ
い
て
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
二
号　
一
九
九
八
年
三
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。
（
４
） 
池
田
亀
鑑
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』（
至
文
堂　
一
九
二
七
年
）。
（
５
） 
田
渕
句
美
子
「
阿
仏
尼
の
旅
の
変
容
│
『
十
六
夜
日
記
』
か
ら
『
阿
仏
東
下
り
』
へ
」（『
説
話
論
集
』
一
七
集　
二
〇
〇
八
年
五
月
）、『
女
房
文
学
史
論
』（
岩
波
書
店　
二
〇
一
九
年
）。
（
６
） 
な
お
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
は
山
岸
徳
平
が
大
正
時
代
に
書
写
し
た
写
本
（
請
求
記
号
：Lhl||2
）が
あ
る
。
未
見
で
あ
る
が
京
都
大
学
蔵
書
検
索K
uline
の
書
誌
詳
細
に
よ
れ
ば『
阿
佛
吾
妻
く
だ
り
』
26
・
７
×
19
・
１
㎝
、
奥
書
に
は
「
天
保
六
年
三
月
下
旬 
大
進
匡
聘
」「
大
正
十
五
年
七
月
十
九
日
書
写
畢
／
於
大
塚
僑
居 
岸
廼
舎
」
「
同
年
大
呂
五
日
於
学
習
院
別
寮
一
校
了
／
岸
廼
舎
再
識
（
朱
書
）」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
〈
３
〉
か
〈
４
〉
を
書
写
し
た
一
本
の
よ
う
で
あ
る
。
（
７
） 
玉
井
幸
助
校
訂
『
十
六
夜
日
記 
付
阿
仏
仮
名
諷
誦
阿
仏
東
く
だ
り
』（
岩
波
書
店　
一
九
三
四
年
）、
比
留
間
喬
介
校
註
『
十
六
夜
日
記
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　
一
九
五
一
年
）
は
〈
１
〉
を
底
本
と
し
、
簗
瀬
一
雄
編
『
校
註
阿
佛
尼
全
集
増
補
版
』（
風
間
書
房　
一
九
八
一
年
）、
千
本
英
史
責
任
編
集
『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
第
二
巻 
須
磨
記 
清
少
納
言
松
島
日
記 
源
氏
物
語
雲
隠
六
帖
』（
現
代
思
潮
新
社　
二
〇
〇
四
年
）
所
収
の
千
本
英
史
校
注
『
阿
仏
東
下
り
』
は
〈
２
〉
を
底
本
と
す
る
。
ま
た
「
屋
代
本
の
轉
寫
の
一
本
を
底
本
」
と
す
る
初
期
の
翻
刻
に
雑
誌
『
文
學
』
一-
四
号
（
岩
波
書
店　
 
一
九
三
三
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
小
川
寿
一
「
舊
跡
と
遺
物
と
か
ら
見
た
阿
佛
尼
の
一
生
」（『
歴
史
と
國
文
學
』
五-
一
号　
一
九
三
一
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
佐
々
木
信
綱
も
「
阿
佛
東
下
り
」
を
所
蔵
し
て
い
た
。
（
８
） 
川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
學
之
研
究
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　
一
九
四
三
年
）。
（
９
） 
『
国
書
人
名
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
長
塩
宗
泉
は
掛
川
藩
士
の
長
塩
平
六
（
？
〜
一
八
四
三
）
で
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『
大
城
紀
聞
』（
天
保
九
自
序
）
の
編
者
で
あ
る
長
塩
宗
仙
か
。
（
10
） 
輪
池
叢
書
の
成
立
と
伝
来
に
つ
い
て
は
小
山
騰
「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
武
家
故
実
資
料
│
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
図
書
館
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
来
歴
の
一
端
を
さ
ぐ
る
」『
書
物
学　
第
一
八
巻　
蔵
書
は
め
ぐ
る
│
海
外
図
書
館
の
日
本
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
勉
誠
出
版　
二
〇
二
〇
年
七
月
）
に
詳
論
が
あ
る
。
（
11
） 
本
論
で
は
詳
し
く
考
察
で
き
て
い
な
い
が
、『
輪
池
叢
書
』
所
収
書
目
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
大
学
の
伊
倉
史
人
教
授
よ
り
ご
教
示
を
受
け
た
。
阿
波
国
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
〈
１
〉
学
習
院
大
学
本
と
、
屋
代
弘
賢
の
手
元
に
残
っ
た
〈
２
〉
国
会
図
書
館
本
が
別
に
伝
来
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
に
て
考
察
し
た
い
。
（
12
） 
本
稿
で
紹
介
す
る
早
稲
田
大
学
本
（
川
瀬
一
馬
旧
蔵
本
）
の
形
態
的
特
徴
に
つ
い
て
大
谷
大
氏
に
ご
教
示
を
受
け
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
13
） 
『
国
書
総
目
録
』
所
載
の
書
目
で
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
『
有
識
見
聞
雑
記
』
と
い
う
成
島
司
直
問
・
松
岡
行
義
答
の
資
料
が
あ
る
。
二
人
に
は
書
物
の
貸
借
も
行
う
交
友
関
係
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
（
14
） 
前
掲
田
渕
論
文
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
司
直
詠
草
』
自
筆
本
の
筆
跡
と
の
比
較
か
ら
、
早
稲
田
大
学
本
を
司
直
自
筆
と
認
め
て
い
る
。
（
15
） 
前
掲
田
渕
論
、
千
本
英
史
校
注
『
阿
仏
東
下
り
』
に
詳
し
い
。
（
16
） 
天
理
図
書
館O
PA
C
、『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
よ
る
。
（
17
） 
辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　
一
九
七
七
年
）。
（
18
） 
天
理
図
書
館
所
蔵
の
『
哥
道
書
覧
考
』
奥
書
に
は
「
天
保
三
年
八
月
二
日
大
進
藤
原
匡
聘
」
と
あ
る
（
同
館O
PA
C
に
よ
る
）。
付
記
　
閲
覧
と
掲
載
の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
『
阿
仏
東
下
り
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
含
め
現
存
伝
本
が
各
図
書
館
、
機
関
に
よ
っ
て
画
像
公
開
が
行
わ
れ
て
お
り
、
実
見
し
て
の
調
査
が
難
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
諸
本
の
異
同
を
精
査
す
る
上
で
多
大
な
る
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
、
ま
た
書
誌
情
報
を
公
開
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
各
所
蔵
機
関
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
な
お
本
稿
はJSPS
科
研
費
若
手
研
究
（
課
題
番
号20K
12945
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
四
　
凡
例
一
、 
読
解
の
便
宜
の
た
め
濁
点
を
加
え
、
句
読
点
を
施
し
た
。
一
、 
漢
字
は
可
能
な
限
り
底
本
の
字
体
に
よ
っ
た
。
漢
字
・
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
、
傍
記
等
も
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、 
朱
筆
の
句
点
が
付
さ
れ
る
箇
所
に
は
○
を
用
い
た
。
一
、 
反
復
記
号
「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
濁
点
は
付
し
た
。
一
、 
改
行
も
底
本
に
よ
り
、
底
本
の
丁
数
と
表
（
オ
）、
裏
（
ウ
）
を
示
し
た
。
一
、 
虫
損
に
よ
り
不
鮮
明
な
箇
所
を
〔　
〕
で
示
し
た
。
一
、 
注
部
分
は
基
本
的
に
本
文
に
対
し
て
小
字
で
示
し
、
朱
筆
の
注
は
斜
体
で
示
し
た
。
底
本
の
ま
ま
の
位
置
に
示
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
改
行
し
た
と
思
わ
れ
る
長
文
の
識
語
に
つ
い
て
は
、
書
写
位
置
に
関
わ
ら
ず
続
け
て
翻
刻
し
た
。
一
、 
当
該
本
は
天
皇
に
関
わ
る
語
句
の
前
に
は
一
字
空
白
を
設
け
る
書
式
を
と
っ
て
お
り
、
空
白
を
翻
刻
に
反
映
し
た
。
一
、 
明
ら
か
な
誤
字
、
衍
字
に
は
マ
マ
を
付
し
た
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
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五
　
翻
刻
唐から
國
の
い
に
し
へ
、
賢かしこき
世
に
、
壁かべ
の
中
よ
り
求もと
め
出いで
た
り
け
ん
文
共とも
を
ば
、
今
の
世
に
取とり
傳つた
へ
て
、
代世
を
治おさ
め
民
を
や
す
ん
ず
る
は
か
り
ご
と
ゝ
せ
り
。
さ
れ
ば
、
賢
王
の
代世
に
は
か
み
を
あ
ら
ひ
さ
し
て
、
民
の
そ
せ
う
を
ば
叶かな
へ
給
へ
り
と
云
り
。
末
の
代
々
こ
そ
は
か
な
し
け
れ
。
水
上
清
し
と
い
へ
共
、
泥
沙
是
を
け
が
す
な
ら
ひ
と
成
こ
そ
う
た
て
け
れ
。
利
よ
く
に
深
く
お
ぼ
る
ゝ
時
は
、
骨
肉
の
ち
な
み
も
忘
れ
、
世
の
そ
し
り
も
か
へ
り
み
ず
。
只
徳
の
あ
く
ま
で
工
ま
し
か
ら
ん
事
を
の
み
思
へ
り
。
流
れ
久
し
き
細
川
の
庄
は
、
い
ま
は
の
時
（
１
オ
）
み
な
し
子
を
養
ひ
立
て
、
十
五
に
至
ら
ば
、
父
が
ゆ
ひママ
跡
を
立
て
、　
朝
に
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
よ
、
と
く
れ
〴
〵
契
り
置
て
、
身
ま
か
り
給
ひ
し
折
か
ら
を
、
今
の
や
う
に
思
は
れ
て
、
歎
き
な
が
ら
も
星
霜
を
迎
へ
て
、
契
り
し
年
月
も
、
打
過
侍
り
ぬ
。
今
は
早
、
父
祖
よ
り
傳
へ
し
せ
う
こママ
ん
わ
た
し
て
、
絶
て
し
家
を
起
し
て
ん
、
と
い
へ
共
、
何
と
な
く
押
領
し
、
父
の
形
見
に
残
れ
る
み
ど
り
子
を
な
い
が
し
ろ
に
取
成
て
、
う
へ
見
ぬ
鳥
に
世
を
思
へ
る
事
の
口
惜
さ
よ
。
か
く
て
は
家
の
〔
此
時
〕に
絶
な
ん
事
を
悲
し
び
て
、　
君
に　
奏
す
れ
共
、
摂
政
（
１
ウ
）
〔
執
政
〕
い
つ
と
な
く
い
ひ
な
び
け
て
、
言
の
葉
を
も
取
あ
げ
ず
。
さ
れ
ば
と
て
、
打
捨
て
、
押
領
せ
ら
れ
て
、
空
し
く
ろ
と
う
に
さ
ま
よ
ひ
迷
は
ん
事
も
口
惜
か
り
な
ん
。
此
上
は
、
東
の
鏡
に
掛
て
、
是
非
を
分
た
ん
外
は
あ
ら
じ
、
と
思
ひ
た
ち
に
け
り
。
さ
れ
ば
ゆ
か
り
成
人
〴
〵
、
は
か
な
き
足
よ
は
車
の
遙
〴
〵
と
、
東
の
旅
に
め
ぐ
り
迷
は
ん
事
、
さ
り
迚
は
哀
に
こ
そ
、
と
引
留
る
斗
に
と
ゞ
む
れ
共
、
や
む
べ
き
道
に
も
あ
ら
ね
ば
、
た
ゞ
子
を
思
ふ
親
は
、
や
み
路
に
迷
ふ
物
に
こ
そ
、
世
中
に
我
ひ
と
り
か
は
、
都
に
在
て
、
い
つ
し
か
に
お
も
ひ
を
こ
め
て
、
胸
ふ
く
ら
か
し
（
２
オ
）
歎
き
沈
ん
よ
り
、
と
て
下
り
て
、
事
を
さ
た
に
致
し
て
ん
迚
、
頃
は
三
冬
の
立
初
め
つ
か
た
、
人
〴
〵
の
名
残
を
宿
に
と
ゞ
め
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
相
卿
兄
京
極
左
兵
衛
督
為
教
卿
す
で
に
九
重
を
ぞ
出
給
ひ
に
け
る
。
京
極
家
の
し
た
し
き
人
の
方
よ
り
お
く
り
け
る
人
、
粟
田
口
に
て
、
と
て
来
た
り
し
が
、
空
も
　
　
　
　
　
建
治
三
年
十
月
す
み
や
か
成
十
六
夜
月
と
諸
共
に
、
あ
く
が
れ
た
ど
る
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、
誠
に
哀
に
な
ん
。
か
く
し
て
行
ば
逢
坂
のにイ
つ
き
ぬ
。
名
に
し
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お
ふ
所
な
れ
共
、
今
日4
は
じ
め
て
見
た
れ
ば
、
　
　
た
び
だ
つ
や
関
の4
岩
か
ど
今4
日
越
て4
又
逢
坂
と
頼
め
て
ぞ
行
〔
と
打
〕
な
が
め
た
れ
ば
、
峯
の
嵐
は
げ
敷
吹
を
ち
て
、
紅
葉
の
（
２
ウ
）
〔
散
〕
来
る
を
見
て
か
く
ぞ
、
　
　
紅
葉
か
つ
散
渡
る
ら
ん
逢
坂
の
関
に
名
残
を
と
ゞ
め
行
哉
蝉
丸
の
翁
の
此
所
に
住
て
、
憂
世
の
是
非
を
は
な
れ
、
が
ん
れ
い
の
松
風
に
心
を
す
ま
し
て
、
光
陰
を
お
く
り
し
も
誠
に
か
し
こ
し
。
関
の
清
水
を
駒
の
蹴
上
や
濁
す
ら
ん
。
程
も
な
く
、
打
出
の
濱
に
着
け
り
。
向
ひ
を
遥
か
に
見
渡
せ
ば
、
湖
水
ま
ん
〳
〵
と
し
て
、
へ
き
ら
う
天
を
ひ
た
し
、
雲
も
波
も
一
つ
か
と
見
ゆ
。
沖
吹
風
に
、
遠
帆
の
き
は
ん
く
つ
が
へ
す
か
と
あ
や
う
し
。
是
ぞ
か
し
、
満
沙
弥
が
、
こ
ぎ
行
舟
の
跡
の
（
３
オ
）
白
波
、
と
い
ひ
し
も
こ
と
は
り
哉
。
こ
う
〳
〵
と
立
る
一
松
、
霧
間
隠
れ
に
ほ
の
見
え
て
哀
な
り
。
勢
田
の
長
橋
た
ど
〳
〵
し
く
も
打
渡
り
て
、
野
路
の
夕
露
す
そ
ぬ
ら
し
、
篠
原
づ
ゝ
み
は
る
〴
〵
と
打
こ
え
て
、
物
哀
に
見
ゆ
る
。
民
の
烟
、
北
吹
風
に
打
靡
き
て
、
春
霞
か
と
う
た
が
ひ
け
る
。
さ
な
き
だ
に
も
旅
の
空
は
物
う
き
に
、
降
み
ふ
ら
ず
み
定
め
な
き
時
雨
に
、
袖
は
ほ
す
間
も
な
く
、
涙
の
み
打
そ
ひ
て
、
い
と
ゞ
か
な
し
。
森
山
と
い
ふ
所
に
宿
し
け
る
に
、
峯
の
木
枯
は
ら
〳
〵
と
し
て
、
〔
夜
〕
寒
た
え
が
た
か
り
け
れ
ば
、
か
く
、（
３
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
下
の
句
流
布
十
六
夜
日
記
に
同
じ
　
 
月
寒
く
ま
ど
吹
か
ぜ
の
身
に
入
し
間
な
く
時
雨
の
も
る
山
に
し
て
寝
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に
古
郷
の
事
の
み
、
夜
も
す
が
ら
思
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日
也
つ
ゞ
け
て
、
心
と
き
め
き
、
明
行
空
を
待
侘
に
け
り
。
朝
ま
だ
き
に
起
出
て
行
に
、
霧
立
の
ぼ
り
て
、
鏡
山
定
か
に
も
見
え
ず
。
面
白
き
姿
に
な
ん
見
渡
し
て
、
　
　
立
お
ほ
ふ
霧
に
涙
の
う
ち
そ
ひ
て
曇
り
て
見
え
し
鏡
山
哉
遠
近
の
旅
客
は
、
か
な
た
こ
な
た
も
行
ち
が
ひ
、
冬
の
空
の
な
ら
ひ
に
て
、
時
雨
は
は
れ
、
晴
て
は
し
ぐ
れ
抔
、
間
な
く
気
う
と
き
に
、
ひ
ぢ
か
さ
を
し
て
か
た
は
ら
に
立
忍
ぶ
も
、
い
と
苦
し
。
一
通
り
（
４
オ
）
過
行
ば
、
又
晴
天
は
れ
〴
〵
、
わ
う
へ
ん
の
り
よ
人
出
あ
ふ
て
、
東
西
へ
急
ぐ
。
か
ゝ
る
折
か
ら
に
、
ゆ
か
り
成
人
の
ぼ
く
じ
う
、
と
ふ
國
よ
り
登
り
侍
り
け
る
が
、
爰
に
て
憂
旅
の
空
抔
語
り
合
て
、
し
ば
ら
く
時
を
移
し
け
る
が
、
京
へ
登
り
ぬ
れ
ば
、
便
り
早
稲
田
大
学
図
書
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所
蔵
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を
も
と
め
た
り
迚
、
か
く
詠
て
つ
か
は
し
け
る
。
　
　
行
旅
の
一
夜
の
宿
の
寝
覚
に
も
思
忘
れ
ぬ
故
郷
の
空
か
く
し
て
不
破
の
関
に
至
り
て
見
れ
ば
、
あ
ば
ら
屋
の
風
も
た
ま
り
か
ね
た
る
に
、
ふ
ゞ
き
は
折
か
ら
い
と
け
は
し
け
れ
ば
、
　
　
吹
風
に
不
破
の
関
屋
の
板
び
さ
し
ま
ば
ら
に
写
る
月
の
（
４
ウ
）
影
哉
、
宿
り
か
ね
た
る
賤
が
屋
に
、
夢
も
結
ば
ず
。
よ
も
す
が
ら
古
郷
の
空
の
み
思
ひ
つ
ゞ
け
て
、
涙
は
枕
に
を
き
そ
へ
て
せ
ん
方
ぞ
な
き
。
山
中
を
は
る
〴
〵
行
に
、
雪
い
た
う
空
も
か
き
曇
り
て
ふ
り
来
れ
ば
、
駒
の
蹄
も
、
程
な
く
隠
る
ゝ
斗
に
つ
み
し
け
り
。
都
に
て
雪
の
降
来
る
を
待
侘
て
、
曇
れ
る
空
抔
を
見
や
り
て
、
籬
に
た
ま
れ
る
雪
、
松
竹
に
と
ま
り
て
枝
な
よ
よ
か
に
た
は
み
け
る
を
、
詩
に
ず
ん
じ
、
哥
に
詠
て
、
け
う
有
し
。
か
ゝ
る
旅
途
に
て
見
る
事
、
い
と
心
細
く
ぞ
成
け
る
。
　
　
降
雪
を
見
る
に
付
て
も
思
ひ
こ
し
我
古
郷
の
軒
の
し
ば
が
き
（
５
オ
）
あ
し
た
ゆ
み
、
ひ
え
増
り
け
れ
ば
、
日
高
け
れ
共
、
と
ま
り
ぬ
。
や
ど
の
あ
る
じ
抔
近
づ
け
ば
、
夜
更
行
ま
で
、
よ
し
な
き
物
語
抔
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
日
也
其
の
ち
ふ
せ
り
ぬ
。
明
け
れ
ば
、
熱
田
の
宮
に
む
か
ひ
ぬ
。
八
剱
の
神
を
伏
拝
み
て
、
し
ゆ
じ
や
う
の
願
を
み
て
給
は
ん
、
と
て
今
大
明
神
と
顕
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
和
光
ど
う
ぢ
ん
の
け
ち
え
ん
、
誠
に
有
難
し
。
誓
願
あ
や
ま
り
給
は
ず
、
我
ほ
ゐ
を
た
つ
し
給
へ
、
と
て
、
　
　
千
早
振
神
の
誓
ひ
を
頼
む
よ
り
心
の
内
は
涼
し
か
り
け
り
空
も
晴
け
れ
ば
、道
の
程
も
歩
む
に
さ
の
み
苦
し
ま
ず
。
心
静
か
に
（
５
ウ
）
行
程
に
、
と
か
う
し
て
、
三
河
の
國
に
至
り
に
け
り
。
名
に
し
お
ふ
八
橋
を
見
る
に
、
思
ひ
ぞ
出
る
、
在
五
中
将
、
は
る
〴
〵
来
ぬ
る
た
び
を
し
ぞ
思
ふ
、
と
云
る
も
哀
に
ぞ
思
ひ
に
け
る
。
時
な
ら
ね
ば
、
沢
辺
を
見
れ
共
、
杜
若
は
な
し
。
水
行
川
の
流
は
、
く
も
で
に
の
み
流
れ
行
ほ
ど
に
、
橋
も
又
八
つ
渡
せ
り
。
空
を
見
け
れ
ば
、
日
も
は
や
西
の
山
端
に
か
ゝ
り
給
ふ
程
に
、
　
　
　
　
流
布
十
六
夜
日
記
に
は
初
句
さ
ゝ
が
に
の
　
　
名
に
し
お
ふ
く
も
で
あ
や
う
き
八
橋
を
夕
暮
懸
て
渡
り
ぬ
る
哉
心
ち
い
た
は
る
事
有
て
、
一
日
は
宿
に
と
ゞ
ま
り
て
、
と
か
く
は
心
を
慰
め
つ
。つ
か
れ
も
い
さ
ゝ
か
や
す
ら
か
に
な
り
行
け
れ
ば
、夫
よ
り
も（
６
オ
）
廿
五
日
也
宿
を
心
静
に
出
て
行
程
に
、
宇
津
の
山
辺
に
行
ぬ
。
見
あ
ぐ
足
─　　─14
れ
ば
、
蔦
楓
も
霜
枯
て
、
朽
葉
所
々
に
残
れ
り
。
坂
は
い
と
け
は
し
く
、
た
は
安
く
登
り
兼
た
り
。
空
は
時
雨
る
比
な
れ
ば
、
い
と
く
ら
く
て
お
そ
ろ
し
け
れ
共
、
を
ち
こ
ち
人
を
力
と
し
て
登
り
行
程
に
、
紅
葉
ば
の
梢
に
残
れ
る
が
、
吹
登
る
峯
の
木
枯
に
ま
な
く
散
け
れ
ば
、
　
　
紅
葉
ば
の
散
し
く
冬
の
山
見
れ
ば
錦
に
包
む
う
つ
の
山
道
あ
つ
もまの
み
ち
は
初
冬
の
く
れ
ま
で
残
れ
る
に
、
や
ど
打
語
ら
ひ
て
行
程
に
、や
う
〳
〵
打
こ
え
ぬ
。宇
津
の
山
の
現
共
覚
え
ず
、心
苦
し（
６
ウ
）
く
て
、
し
ば
し
は
休
ら
ひ
け
り
。
岡
部
と
云
所
に
宿
し
て
あ
り
け
る
に
、
京
よ
り
人
し
て
便
り
あ
り
。
文
打
ひ
ろ
げ
て
見
け
れ
ば
、
折
か
ら
は
日
短
く
、
都
さ
へ
雪
霜
か
ら
う
し
て
た
え
が
た
き
ぞ
、
ま
し
て
東
の
道
す
が
ら
、
さ
ば
か
り
あ
り
な
ん
、
と
思
ひ
こ
そ
や
れ
、
馴
ぬ
旅
の
道
な
れ
ば
、
心
は
勇
む
共
、
羊
の
歩
み
と
こ
そ
は
思
ひ
つ
れ
、
子
を
思
ふ
道
は
い
か
な
れ
ば
、
か
ば
か
り
に
心
を
ば
尽
す
ら
ん
、
抔
さ
ま
〴
〵
か
き
て
、
　
　
都
を
ば
出
し
其
日
を
か
ぞ
ふ
る
も
君
が
行
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
　
　
な
ら
は
ね
ば
旅
行
道
に
ま
ど
ふ
ら
ん
そ
こ
し
も
遠
き
東
路
の
末
（
７
オ
）
　
　
都
に
は
旅
立
空
を
思
へ
れ
ば
さ
れママ
古
郷
の
恋
し
か
る
ら
ん
抔
い
と
哀
に
書
て
こ
さ
せ
給
へ
れ
ば
、
夜
も
す
が
ら
京
へ
の
返
し
を
ぞ
か
き
給
ふ
。
　
　
故
郷
の
た
よ
り
を
得
て
し
東
路
の
道
の
中
ば
に
聞
ぞ
嬉
し
き
　
　
夢
に
の
み
都
を
見
て
し
暁
は
悲
し
さ
残
る
宿
の
ま
く
ら
に
　
　
名
に
し
お
ふ
其
ふ
る
跡
を
見
て
過
し
苦
し
な
が
ら
も
慰
む
は
旅
か
く
す
さ
び
て
、
使
は
京
へ
帰
し
つ
か
は
し
て
、
心
静
か
に
行
程
に
、
年
比
聞
及
び
に
し
所
〴
〵
に
て
は
、
心
を
と
め
、
筆
に
写
し
て
、
い
つ
を
定
め
ぬ
旅
の
空
な
れ
ば
、只
心
に
任
せ
て
行
程
に
、大
井
川
、（
７
ウ
）
富
士
川
抔ナド
に
の
ぞ
み
て
は
、
川
の
お
も
て
も
す
さ
ま
じ
く
、
水
の
流
早
く
し
て
、
舟
抔
は
正
木
の
綱
に
て
つ
な
ぎ
と
め
抔
し
て
、
ゆ
き
ゝ
の
人
打
渡
せ
り
。
と
か
く
し
て
、
う
ち
こ
し
猶
行
程
に
、
清
見
が
関
に
着
ぬ
。
沖
を
遥
か
に
見
渡
せ
ば
、
磯
打
波
の
巌
に
打
か
け
〳
〵
、
ひ
ま
も
な
く
見
ゆ
る
程
に
、
よ
そ
な
が
ら
見
し
に
は
、
い
と
面
白
く
覚
え
け
れ
ば
、
　
　
 
此
哥
流
布
十
六
夜
日
記
に
出
た
り
　
 
清
見
が
た
年
ふ
る
岩
に
事
問
ん
波
の
濡
ぎ
ぬ
い
く
重
ぬ
ぎ
つ
ゝ
流
布
十
六
夜
日
記
に
波
の
上
と
云
所
に
宿
り
て
廿
七
日
朝
富
士
川
を
渡
り
田
子
の
浦
に
打
出
る
と
あ
り
田
子
の
浦
波
、
夜
る
と
な
く
、
益ママ
共
わ
か
ぬ
つ
り
小
舟
、
蜑
小
舟
、
こ
ぎ
連
た
り
し
い
さ
り
火
は
、
時
な
ら
ぬ
蛍
火
か
と
う
た
（
８
オ
）
早
稲
田
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が
へ
り
。
富
士
の
高
根
を
見
あ
ぐ
れ
ば
、
雪
白
妙
に
降
つ
み
て
、
た
な
引
渡
る
白
雲
は
、
腰
を
ぞ
め
ぐ
り
け
る
。
　
　
名
に
し
お
ふ
富
士
の
高
根
を
見
あ
ぐ
れ
ば
山
の
ね
ご
し
や
雲
ま
ど
ふ
ら
ん
、
裾
野
の
原
の
糸
薄
も
、
降
つ
む
雪
に
み
え
わ
か
ず
。
み
な
白
妙
に
見
え
渡
れ
ば
、
け
う
あ
り
て
こ
そ
覚
え
け
れ
。
　
 
雪
深
き
裾
野
ゝ
原
の
夕
か
ぜ
に
吹
し
ほ
り
ぬ
る
旅
人
の
袖
是
よ
り
風
の
心
ち
と
て
、
い
た
は
り
給
へ
る
程
に
、
ち
か
ら
な
く
流
布
日
記
に
廿
七
日
富
士
川
田
子
浦
を
過
て
伊
豆
三
嶋
明
神
に
詣
て
い
づ
の
こ
う
と
云
所
に
と
ま
る
と
あ
り
て
廿
八
日
立
出
て
箱
根
山
に
か
ゝ
る
と
み
え
た
れ
共
此
所
よ
り
打
越
し
て
廿
九
日
鎌
倉
に
着
給
ふ
趣
に
書
り
句
詠
哥
も
数
々
あ
り
宿
を
求
め
て
、
つ
か
れ
を
し
ば
ら
く
い
た
は
り
侍
り
け
り
。
あ
る
じ
い
ひ
け
る
は
、
や
ん
ご
と
な
き
御
身
と
し
て
、
を
り
ふ
し
（
８
ウ
）
三
冬
の
中
ば
に
、
は
る
〴
〵
の
御
歩
行
な
れ
ば
、
つ
か
れ
に
こ
そ
お
は
し
ま
す
ら
め
、
と
十
日
斗
い
た
は
り
奉
り
て
、
是
よ
り
も
鎌
倉
へ
は
い
づ
か
た
へ
か
御
心
ざ
し
有
ら
ん
、
送
り
奉
ら
ん
、
と
聞
ゆ
る
程
に
、
こ
よ
な
く
嬉
し
く
て
、
ひ
き
の
や
つ
と
云
所
に
、
し
た
し
き
人
の
あ
り
け
れ
ば
、
此
所
へ
を
く
り
て
ん
、
と
あ
る
程
に
、
あ
る
じ
こ
し
を
用
意
し
て
、
の
せ
奉
り
、
ほ
ど
な
く
鎌
倉
に
て
は
、
ひ
き
の
や
つ
と
云
所
に
ぞ
と
ゞ
け
侍
り
け
り
。
ゆ
か
り
の
人
な
り
け
れ
ば
、
は
る
〴
〵
下
り
給
へ
る
心
ざ
し
を
、
い
か
斗
と
哀
み
て
、
よ
く
〳
〵
い
た
は
り
ま
い
ら
せ
け
る
程
に
、旅
の
つ
か
れ
な
れ
ば
、元
の
心
ち
し
給
ひ
に
（
９
オ
）
　
　
是
よ
り
文
躰
か
は
り
自
記
な
ら
ず
け
り
○
。
扨
爰
に
し
ば
ら
く
お
は
し
て
、
鎌
倉
の
公
事
ど
も
聞
給
ふ
に
、
誠
に
代
の
政
事
つ
か
さ
ど
り
給
ふ
と
て
、
天
が
下
の
人
々
、
高
き
も
賤
し
き
も
集
り
て
、
権
門
の
か
ど
に
市
を
な
せ
り
。
爰
に
し
つ
せ
い
の
ゆ
か
り
に
つ
き
て
、
よ
き
便
り
有
け
れ
ば
、
ひ
そ
か
に
事
の
や
う
を
云
い
れ
け
れ
ば
、
世
に
哀
に
と
ぶ
ら
ひ
、
気
色
を
伺
ひ
て
沙
汰
に
あ
づ
か
り
給
へ
、
と
い
ふ
も
頼
も
し
く
て
、
力
つ
き
て
ぞ
見
え
給
ひ
に
け
る
○
。
さ
る
に
心
ゆ
る
し
て
、
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
治
四
年
改
元
弘
安
陰
送
り
給
へ
る
程
に
、
其
年
も
早
う
ち
暮
て
、
新
玉
の
春
に
も
成
行
ば
、
こ
ち
吹
風
も
や
は
ら
か
に
、
長
閑
け
き
空
に
鴬
の
、（
９
ウ
）
う
ら
若
き
は
つ
声
、
園
、
軒
端
の
梅
に
音
信
て
、
ほ
ずママ
ゑ
を
傳
ふ
も
い
と
や
さ
し
。
掛
樋
の
つ
ら
ゝ
解
ぬ
れ
ば
、
行
水
の
音
も
長
閑
け
く
て
、
む
す
ぶ
も
安
き
心
ち
せ
り
。
　
　
人
心
か
け
ひ
の
水
に
有
な
ら
ば
世
は
直
さ
ま
に
事
や
と
ふ
ら
ん
─　　─16
○
か
ゝ
る
程
に
、
君
の
北
の
方
き
こ
し
め
し
て
、
あ
な
哀
や
、
子
を
思
ふ
やママ
に
は
、
身
の
苦
し
び
を
も
か
へ
り
み
ず
、
は
る
〴
〵
と
東
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
相
卿　
　
　
為
家
卿
奥
に
下
り
給
ふ
事
の
は
か
な
さ
よ
。
此
み
な
し
子
の
父
は
、
世
に
名
を
と
め
し
和
哥
の
し
う
じ
や
に
て
、　
御
門
の
御
寶
と
聞
え
し
。か
ゝ
る
人
の
跡
な
れ
ば
、い
か
で
か
遺
跡
を
た
へ
し
は
て
ん（
10
オ
）
と
は
思
し
す
つ
べ
き
。
か
い
〴
〵
し
く
も
、
足
よ
は
の
身
と
し
て
、
東
の
旅
に
お
も
む
き
給
ふ
事
こ
そ
、
ふ
び
ん
に
覚
ゆ
れ
、
と
て
、
様
々
の
物
共
を
く
ら
せ
給
ひ
て
、
道
に
と
ぶ
ら
は
せ
給
ふ
ぞ
有
難
き
。
あ
る
時
、
侍
従
の
局
を
御
使
に
て
御
消
息
あ
り
て
、
奥
に
、
　
　
子
を
思
ふ
道
に
は
迷
ふ
親
の
身
の
そ
こ
は
か
と
な
く
物
や
お
も
は
じ
誠
に
哀
に
と
ぶ
ら
ひ
給
ふ
も
、
い
と
有
が
た
し
と
て
、
や
が
て
御
か
へ
し
侍
り
け
り
。
　
　
か
ひ
も
な
き
母
を
便
り
に
残
り
け
る
子
の
身
思
へ
ば
哀
し
れ
君
此
御
返
し
を
御
覧
じ
て
、ふ
び
ん
さ
は
い
よ
〳
〵
増
り
給
ふ
と
な
ん（
10
ウ
）
聞
ゆ
○
。
扨
を
り
を
得
て
事
の
や
う
を
つ
ま
び
ら
か
に
書
せ
給
ひ
て
、
傳
は
り
し
細
川
の
領
文
書
抔
取
揃
へ
て
、
う
た
へ
さ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
康
卿
給
へ
ば
、
く
も
ん
所
の
執
政
、
か
た
め
集
り
て
、
鎌
倉
殿
へ
き
こ
ゆ
と
聞
え
た
り
。
さ
れ
共
、
代
の
ま
つ
り
事
し
げ
き
に
よ
り
、
其
次
第
を
聞
し
召
せ
ば
、
し
ば
ら
く
差
置
せ
給
ふ
。
か
ゝ
る
間
、
御
い
の
り
の
た
め
に
思
し
め
し
た
ち
て
、
一大歟
乗
め
う
て
ん
を
ぞ
、
み
づ
か
ら
書
せ
給
ふ
。
む
に
む
じ
や
う
に
し
て
心
静
か
に
書
給
ふ
ほ
ど
に
、
と
か
く
し
て
い
と
ま
あ
ら
ず
、
よ
り
〳
〵
に
是
を
ぜママ
ん
ぶ
せ
ん
こ
と
を
あ
ふ
ぎ
給
ふ
程
に
、
や
う
〳
〵
に
書
終
ら
せ
給
ふ
ぞ
あ
り
（
11
オ
）
難
き
。
二
尊
ゑ
ざ
う
を
安
置
し
給
ひ
て
、
朝
な
夕
な
に
讀
誦
お
は
し
ま
し
け
り
。
又
、
若
宮
の
八
幡
宮
へ
願
ひ
を
ば
立
さ
せ
給
ふ
が
、
日
毎
に
百
日
が
間
ま
う
で
さ
せ
給
ひ
て
、
久
し
き
家
の
流
れ
を
捨
さ
せ
給
ふ
な
。
南
無
き
み
や
う
ち
や
う
ら
い
大
菩
薩
と
て
、
か
く
こ
そ
詠
給
ひ
に
け
る
。
　
　
岩
清
水
き
よ
き
流
の
濁
ら
ず
は
昔
に
か
へ
り
澄
せ
給
へ
や
と
法
楽
し
給
ひ
て
、
ひ
と
へ
に
頼
み
を
懸
さ
せ
給
ふ
ぞ
有
が
た
き
。
其
の
ち
、
あ
ん
ち
や
う
寺
の
か
う
そ
う
達
に
あ
は
せ
給
ひ
て
、
後
の
世
の
事
抔
、
よ
く
〳
〵
さ
づ
か
り
給
ふ
。
誠
に
む
〔
じ
〕
や
う
へ
ん
（
11
ウ
）
公
　
　
文
妙
典
無
　
二
無
　
　
　
上
繪
　
　
像
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─17
へ
き
の
世
中
に
、
う
ゐ
の
け
ら
く
を
願
ひ
て
、
真
如
じ
つ
さ
う
の
う
て
な
に
至
り
な
ん
、
と
は
心
ざ
す
人
な
し
。
悲
し
き
哉
や
、
く
わ
う
せ
ん
の
道
は
、
上
一
人
よ
り
、
下
万
民
に
こ
た
へ
、
ふ
く
ほ
う
に
も
か
う
き
や
う
に
も
、
智
恵
才
学
に
も
よ
る
事
な
し
。
の
が
れ
ぬ
旅
に
し
て
、
し
か
も
二
た
び
か
へ
る
道
を
失
ふ
、
か
ゝ
る
あ
や
う
き
世
中
に
、
ど
ん
よ
く
こ
ま
う
を
た
く
は
へ
、
名
利
の
た
め
に
身
を
苦
し
め
、
心
を
な
や
ま
し
、
人
を
む
さ
ぼ
り
、
人
を
煩
ら
は
し
め
、
露
命
の
程
を
し
ら
ず
、
身
を
安
く
た
の
し
ま
ん
事
を
の
み
願
ふ
事
の
悲
し
さ
に
、
我
住
に
し
都
を
あ
く
が
れ
出
て
、
か
ゝ
る
東
の
塵
に
（
12
オ
）
交
は
り
、
う
き
思
ひ
に
身
を
苦
し
む
る
事
は
、
誠
に
は
か
な
し
。
さ
れ
共
、
是
は
一
つ
の
心
ざ
し
深
き
ゆ
へ
な
り
。
取
傳
へ
し
一
所
け
ん
め
い
の
地
を
空
敷
う
ば
ゝ
れ
、
此
世
の
形
見
に
残
し
を
き
し
只
ひ
と
り
の
み
な
し
子
を
、
は
か
な
く
ろ
け
い
に
さ
ま
よ
ひ
、
塵
の
身
と
な
し
果
ん
事
、
い
と
口
お
し
。
此
侭
に
打
捨
、
明
日
に
も
は
か
な
く
成
な
ば
、
い
か
に
ま
う
ね
ん
と
成
て
、
し
や
ば
へ
も
帰
ら
ず
、
又
仏
く
は
を
も
得
ず
し
て
、
只
て
ん
〳
〵
の
身
と
成
て
、
三
あ
く
だ
う
に
ち
ん
り
ん
せ
ん
事
、
い
と
悲
し
と
、
偏
へ
に
思
し
定
め
け
れ
ば
、い
つ
し
か
仏
に
の
み
、御
心
を
は
こ
び
て
、ま
た
た
じ
は
な
く（
12
ウ
）
こ
そ
見
え
さ
せ
給
ひ
に
け
り
○
。
か
く
し
て
三
と
せ
も
す
ぎ
ぬ
れ
共
、
鎌
倉
殿
よ
り
と
か
く
の
御
事
も
な
か
り
け
り
。
北
の
御
か
た
よ
り
は
、
た
び
〳
〵
御
消
息
を
く
ら
せ
給
ひ
て
、
御
こ
ゝ
ろ
ざ
し
は
誠
に
せ
つ
に
聞
え
さ
せ
給
ふ
。
さ
こ
そ
な
か
〳
〵
鄙
の
住
居
に
お
は
し
て
、
心
苦
し
く
ま
し
ま
す
ら
ん
、
さ
り
な
が
ら
よ
り
〳
〵
に
そ
せ
う
の
事
は
ほ
の
め
き
侍
れ
ば
、
近
き
程
に
さ
い
き
よ
は
有
べ
し
、
な
ど
聞
え
給
ふ
も
、
い
と
有
難
し
。
か
く
て
月
日
を
送
り
給
へ
る
程
に
、
都
よ
り
便
り
あ
り
。
ゆ
か
り
の
人
〳
〵
、
又
は
常
に
心
隔
て
な
く
語
ら
ひ
給
ひ
し
、
あ
つ
家
中
納
言
の
北
の
方
抔
を
初
め
（
13
オ
）
と
し
て
、
御
文
共
か
ず
〳
〵
有
け
り
。
其
中
に
、
中
将
為
か
ど
の
北
の
方
よ
り
の
御
文
に
、
　
　
秋
の
田
の　
か
り
そ
め
な
が
ら　
お
も
ひ
た
ち　
住
こ
し
み
や
こ
　
　
ふ
り
捨
て　
東
の
旅
に　
迷
ひ
て
し　
こ
ゝ
ろ
ざ
し
社
　
　
哀
な
れ　
明
暮
君
を　
思
へ
ど
も　
身
は
か
よ
は
ね
ば
　
　
ち
か
ら
な
し　
せ
め
て
は
夢
に　
見
ば
や
迚　
打
ふ
す
ゆ
か
に
　
　
烏
羽
玉
の　
夜
の
衣
を　
返
し
つ
　ゝ
語
ら
ふ
程
も
　
　
嬉
し
さ
は　
物
に
た
と
へ
ん　
か
た
も
な
し　
さ
れ
共
夢
の
　
　
は
か
な
さ
は　
う
つ
ゝ
と
成
て　
う
ら
め
し
や　
つ
れ
〴
〵
也
し（
13
ウ
）
弘
安
二
年
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お
も
か
げ
に　
打
語
ら
ひ
し　
こ
と
は
り
を　
思
ひ
出
し
は
　
　
さ
ま
〴
〵
と　
君
のママ
あ
ふ
せ
の　
心
ち
し
て　
夜
の
間
に
か
は
る
　
　
世
の
な
ら
ひ　
今
は
遥
か
に　
へ
だ
て
た
る　
雲
井
の
よ
そ
と
　
　
成
ぬ
れ
ば　
天
の
橋
立　
中
〳
〵
に　
ふ
み
も
希
成
　
　
中
ぞ
か
し　
是
も
思
へ
ば　
緑
子
の　
母
の
な
ら
ひ
の
　
　
は
か
な
さ
よ　
い
か
ゞ
成
ら
ん　
お
ぼ
つ
か
な　
過
に
し
春
の
　
　
比
か
と
よ　
君
に
て
き
ゝ
も　
及
び
し
は　
近
き
程
に
は
　
　
細
川
の　
流
の
末
に　
つ
く
べ
き
と　
定
め
有
け
る
　
　
其
さ
た
を　
風
の
傳
に
て　
聞
し
よ
り　
い
か
斗
か
は
（
14
オ
）
　
　
嬉
し
と
ぞ　
思
ひ
ま
う
く
る　
折
ふ
し
に　
此
比
う
き
世
の
　
　
お
ど
ろ
き
に　
其
ま
つ
り
事　
し
げ
く
し
て　
暫
く
さ
た
は
　
　
な
き
と
か
や　
其
地
は
い
か
　ゞ
沙
汰
す
ら
ん　
扨
も
鄙
び
し
　
　
住
ど
こ
ろ　
春
と
秋
と
の　
花
と
月　
い
か
ゞ
都
と
　
　
ち
が
ふ
ら
ん　
花
は
早
き
や　
を
そ
桜　
花
橘
に
　
　
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
今
九
重
の　
内
外
に　
ふ
ぜ
ひ
は
等
し
　
　
か
り
つ
る
や　
彼
実
方
の　
中
将
の　
み
ち
の
奥
に
は
　
　
つ
た
な
け
れ　
五
月
は
末
に　
成
行
ど　
希
に
も
き
か
ぬ
　
　
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
花
は
卯
月
の　
な
か
ば
ぞ
と　
い
ひ
こ
し
け
ん
も（
14
ウ
）
　
　
さ
ぞ
あ
る
や　
都
に
か
は
る　
有
様
を　
き
か
ま
ほ
し
や
と
　
　
松
の
戸
の　
明
暮
毎
に　
立
あ
か
し　
そ
な
た
の
空
を
　
　
ま
つ
は
苦
し
き
　
　
昨
日
ま
で
よ
そ
に
思
ひ
し
吹
か
ぜ
も
今
は
な
つ
か
し
東
風
と
思
へ
どママ
と
な
ん
書
せ
給
へ
り
。
鎌
倉
よ
り
も
ひ
そ
か
に
こ
の
沙
汰
を
都
へ
告
来
り
け
れ
ば
、
其
事
と
な
く
語
り
聞
せ
給
ふ
程
に
、
扨
は
や
が
て
安
堵
の
思
ひ
を
ば
な
し
給
は
ん
、
と
京
に
お
は
し
け
る
ゆ
か
り
の
人
〳
〵
は
、
人
し
れ
ず
嬉
し
く
て
、
か
ゝ
る
事
は
、
か
へ
り
て
東
が
た
に
は
よ
も
知
給
は
じ
、
と
思
し
て
、
御
文
を
わ
ざ
と
人
し
て
下
さ
せ
給
（
15
オ
）
へ
る
。
又
郭
公
の
鳴
と
云
事
は
、
そ
う
じ
て
都
ほ
と
り
は
卯
月
に
は
必
鳴
也
。
然
れ
ば
、
何
く
も
此
時
分
に
は
鳴
ぞ
、
と
思
へ
り
し
に
、
東
が
た
は
さ
も
あ
ら
ず
と
な
ん
。
昔
、
実
方
の
中
将
と
云
る
人
と
、
又
四
条
の
大
納
言
公
任
と
聞
え
し
人
ふ
た
り
、　
我
帝
召
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
て
御
簾
近
く
ぞ
参
り
給
ひ
に
け
る
。
さ
れ
ば
実
方
の
中
将
は
、
い
か
成
い
し
ゆ
か
お
は
し
ま
す
ら
ん
、
座
を
立
て
笏
を
と
り
の
べ
て
、
大
納
言
の
冠
を
な
さ
け
な
く
も
打
落
し
、
其
の
ち
冠
を
ば
取
て
、
大
庭
へ
な
げ
給
ひ
に
け
り
。
其
時ママ
し
よ
く
人
〳
〵
け
う
を
さ
ま
し
て
ぞ
見
え
給
ひ
に
け
る
。さ
れ
共
、大
納
言
は
い
さ
ゝ
か
も（
15
ウ
）
早
稲
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驚
き
給
は
ず
。
気
し
き
い
と
ぎ
む
こ
ふ
に
て
、
い
か
に
も
し
づ
ま
り
て
、
誰
か
あ
る
、と
よ
び
給
へ
ば
、殿
上
人
つ
と
ま
か
り
て
、か
し
こ
ま
り
居
た
り
け
り
。
公
任
、
そ
れ
〳
〵
大
庭
に
あ
る
冠
と
て
ま
い
ら
せ
よ
、
と
仰
ら
る
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
て
取
て
参
ら
せ
に
け
り
。
其
時
、
と
つ
て
着
給
ひ
、
し
ば
ら
く
衣
門ママ
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
、
袖
か
き
合
せ
、
い
か
に
も
つ
ゝ
し
ん
で
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
そ
も
〳
〵
只
今
の
御
気
色
は
、
何
の
む
く
ひ
に
て
候
ぞ
や
。
さ
ら
〳
〵
某
は
、
仇
を
結
ば
れ
候
は
ん
し
い
し
ゆ
を
ば
覚
え
ず
候
。
假
ひ
い
か
や
う
の
遺
恨
侍
る
共
、
爰
は
天
子
の
御
簾
近
し
。
殊
に
冠
を
ば
、
雜
人
の
沓
ぬ
ぎ
所
へ
捨
（
16
オ
）
て
け
が
し
給
ふ
。　
御
前
の
ら
ふ
ぜ
き
と
申
、
か
た
〴
〵
以
て
む
こ
つ
の
至
り
と
存
ず
る
。
御
恨
の
さ
ぶ
ら
は
ゞ
、
兼
て
成
共
、
又
は
後
日
に
他
所
に
て
も
仰
ら
れ
侍
ら
で
、
御
前
へ
に
て
の
ち
じ
よ
く
あ
た
へ
給
ふ
事
は
、
定
め
て
大
き
成
某
の
あ
や
ま
り
侍
る
ら
ん
。
何
さ
ま
あ
す
に
ち
、
こ
の
ち
じ
よ
く
を
ほ
う
じ
候
は
ん
、
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
実
方
の
中
将
赤
面
し
て
、
答
ふ
る
に
言
葉
な
く
、
ば
う
ぜ
ん
と
し
て
う
ち
そ
ば
み
お
は
し
け
り
。
さ
れ
ば
、　
帝
は
物
の
透
よ
り
此
振
舞
を
ば
つ
く
〴
〵
御
覧
じ
て
、
今
日
は
二
人
共
に
罷
り
立
候
へ
、
と
の　
宣
あ
り
て
、
明
る
日
、
公
任
は
昨
日
の
気
し
き
誠
に
（
16
ウ
）
神
妙
余
り
有
、
と
の　
叡
感
に
て
、
や
が
て
大
納
言
に
は
任
じ
給
ひ
け
る
。
扨
、
実
方
の
中
将
は
、
こ
ん
日
よ
り
も
み
ち
の
く
に
へ
下
り
て
、
三
と
せ
が
間
哥
ま
く
ら
を
作
り
て
参
れ
、
と
の　
宣
な
り
。
勅
な
れ
ば
、
力
な
く
み
ち
の
國
へ
は
下
ら
れ
け
る
。
三
と
せ
が
間
に
、
名
ど
こ
ろ
旧
跡
を
尋
て
後
、
登
ら
ん
と
し
給
へ
る
に
、
猶
三
年
あ
り
て
つ
ま
び
ら
か
に
し
る
し
侍
れ
、
と
の　
勅
成
ば
、
重
て
回
り
給
ふ
に
、
或
神
に
と
が
め
ら
れ
て
、
空
敷
う
せ
給
ふ
。
其
時
の
哥
枕
に
、
み
ち
の
國
は
五
月
の
末
ま
で
郭
公
鳴
ぬ
よ
し
を
云
り
。
此
心
を
と
つ
て
、
爰
に
書
給
つ
る
と
な
ん
。
又
、
お
ほ
き
お
と
ゞ
（
17
オ
）
の
御
い
も
う
と
よ
り
の
文
に
、
様
々
哀
を
書
給
ひ
て
、
　
　
夜
の
鶴
も
子
を
思
へ
ば
や
暁
の
は
が
い
の
下
の
か
い
子
見
る
そママ
も
人
々
の
方
へ
返
し
を
ぞ
書
せ
給
ふ
。
誠
に
哀
に
ぞ
覚
ゆ
る
。
　
　
な
つ
か
し
き　
折
に
告
来
る　
便
り
を
ば　
見
る
に
涙
は
　
　
増
か
ゞ
み　
曇
り
て
見
ゆ
る　
筆
の
跡　
有
し
都
の
　
　
心
ち
し
て　
か
な
た
こ
な
た
と　
朝
夕
に　
打
語
ら
ひ
し
　
　
春
は
ま
づ　
節
會
の
程
も　
過
ぬ
れ
ば　
か
た
ら
ひ
明
す
　
　
糸
竹
の　
調
そ
め
て
し　
折
か
ら
に　
吹
つ
る
か
ぜ
を
　
　
松
が
え
の　
響
に
よ
す
る　
琴
の
音
の　
い
と
た
へ
が
た
き
（
17
ウ
）
─　　─20
　
　
長
き
日
に　
囀
り
渡
る　
う
ぐ
ひ
す
の　
声
聞
馴
る
　
　
ま
ど
の
む
め　
ち
れ
ば
待
え
る　
は
つ
ざ
く
ら　
見
れ
ば
心
も
　
　
長
閑
け
く
て　
い
さ
と
誘
ひ
し　
花
の
え
ん　
哥
を
讀
て
は
　
　
詩
を
ぎ
ん
じ　
折
に
ふ
れ
て
は　
朗
詠
の　
忘
形
見
は
　
　
過
し
春　
す
ゞ
し
き
泉　
殿
に
し
て　
夕ママ
御
か
た
の
や
　
　
花
の
ま
ひ　
色
う
る
は
し
き　
藤
色
に　
八
重
山
吹
を
　
　
取
か
さ
ね　
折
か
ら
と
て
や　
卯
の
花
の　
色
ま
じ
は
る
のママ
　
　
い
と
や
さ
し　
袖
に
と
め
な
ん　
た
ち
花
の　
香
も
な
つ
か
し
き
　
　
わ
れ
も
か
う　
西
吹
風
に　
誘
は
れ
て　
乱
れ
あ
いママ
ぬ
る
（
18
オ
）
　
　
荻
す
ゝ
き　
露
お
も
げ
成　
女
郎
花　
紫
苑
り
ん
だ
ふ
　
　
藤
ば
か
ま　
き
て
は
な
が
む
る　
望
月
の　
ふ
け
行
空
に
　
　
か
た
ぶ
き
て　
長
き
夜
を
し
も　
在
明
の　
入
か
た
ま
で
も
　
　
伴
ひ
し　
其
折
々
を　
思
ひ
寝
の　
恨
む
る
物
は
　
　
我
身
な
り　
扨
も
い
ぶ
せ
き　
東
が
た　
時
め
き
渡
る
　
　
鎌
く
ら
も　
其
程
ら
ひ
を　
思
ひ
し
れ　
や
つ
七
ご
ふ
の
　
　
う
ち
な
れ
ば　
た
て
續
け
た
る　
い
へ
〳
〵
に　
野
山
の
す
き
も
　
　
あ
ら
ば
こ
そ　
慰
む
か
た
も　
あ
さママ
べ
け
れ　
さ
ま
〴
〵
よ
り
あ
ふ
　
　
人
と
て
も　
だ
び
た
る
声
の　
高
く
な
く　
つ
た
な
き
事
の
み（
18
ウ
）
　
　
い
ひ
つ
ゞ
け　
こ
と
む
く
つ
け
き　
お
の
こ
ど
も　
見
る
も
に
げ
な
き
　
　
め
の
わ
ら
は　
見
れ
ば
か
つ
ら
は　
や
し
や
うママ
に
て　
此
世
の
人
と
も
　
　
見
え
ざ
る
也　
か
く
浅
ま
し
き　
其
中
に　
こ
の
と
し
月
を
　
　
ふ
り
に
け
る　
い
か
に
哀
と　
思
は
な
ん　
さ
れ
共
日
比
の
　
　
思
ひ
を
ば　
か
ま
倉
山
は　
晴
な
ん
と　
心
定
め
し
　
　
我
な
れ
ば　
優ママ
身
な
が
ら
も　
年
暮
て　
早
く
三
と
せ
も
　
　
う
ち
暮
ぬ　
今
は
や
恋
し
き　
都
に
も　
や
が
て
か
へ
り
て
　
　
逢
坂
の　
関
う
ち
こ
え
て　
九
重
の　
春
に
あ
は
ん
と
　
　
思
ふ
物
か
は
（
19
オ
）
と
止
め
給
ひ
て
、
　
　
我
身
を
ば
東
の
奥
に
置
な
が
ら
こ
ゝ
ろ
は
か
よ
ふ
雲
の
う
へ
ま
で
又
、
あ
る
御
か
た
の
か
へ
し
に
、
　
　
か
き
を
く
る
文
に
し
見
れ
ば
大
方
は
君
に
あ
ひ
ぬ
る
心
ち
こ
そ
す
れ
な
ど
書
給
ひ
て
、
人
々
の
御
方
へ
は
、い
と
こ
ま
や
か
に
御
か
へ
し
お
は
し
ま
し
け
り
。
こ
の
あ
る
じ
ゆ
か
り
あ
る
人
に
て
、
な
べ
て
成
ず
も
て
か
し
づ
き
ま
い
ら
せ
し
け
る
に
、
右
大
将
の
北
の
方
よ
り
も
、
世
に
ふ
び
ん
に
よ
ろ
づ
し
給
ひ
け
れ
ば
、
近
づ
き
奉
る
人
毎
に
、
を
ろ
そ
か
に
も
て
な
さ
ゞ
り
け
り
。
大
将
殿
の
北
の
方
よ
り
も
、
和
哥
集
の
（
19
ウ
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─21
た
ぐ
ひ
を
数
多
聞
せ
給
は
ん
が
為
に
、
常
に
御
所
へ
も
召
れ
て
、
見
参
あ
ら
ま
ほ
し
く
思
し
け
れ
共
、
そ
せ
う
の
是
非
未
だ
な
れ
ば
、
け
ん
ざ
ん
も
非
ず
し
て
、
只
御
消
息
の
み
叶
ひ
給
ひ
け
り
。
和
哥
の
道
に
心
を
か
く
る
國
の
守
は
、
よ
り
〳
〵
に
と
ぶ
ら
ひ
、
哀
に
ぞ
思
ひ
しママ
づ
き
給
ひ
に
け
る
。
常
ざ
ま
に
は
、
千
載
集
、
古
今
集
を
ば
見
給
ひ
け
る
が
、
北
の
方
の
御
か
た
よ
り
、
わ
り
な
く
仰
せ
事
度
々
也
け
れ
ば
、
折
〳
〵
に
拾
遺
を
ぞ
か
ゝ
せ
給
ひ
に
け
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
哥
の
さ
ま
抔
き
か
せ
給
ひ
て
、
大
方
な
ら
ぬ
人
に
思
し
て
、
穏
便
に
か
し
づ
か
せ
給
ひ
に
け
り
○
。去
程
に
、今
は
は
や
後
の
世
の（
20
オ
）
勤
め
を
事
と
し
給
ひ
て
、
き
や
う
だ
ら
に
を
ば
、
明
暮
書
写
お
は
し
ま
し
て
、
い
つ
し
か
、
う
せ
給
ひ
し
人
々
の
な
き
跡
を
、
深
く
回
向
し
給
ひ
、
殊
に
は
月ママ
身
三
界
の
く
わママ
ん
を
出
て
、
し
や
う
じ
る
ら
う
を
た
す
け
給
へ
、
と
祈
り
給
ふ
が
、
い
つ
と
な
く
氣
力
も
を
と
ろ
へ
さ
せ
給
ひ
て
、
き
や
う
にママ
も
た
が
ひ
ま
し
〳
〵
け
り
、
と
聞
ゆ
る
程
に
、
あ
る
じ
の
方
よ
り
時
の
執
権
へ
、
か
く
と
ひ
そ
か
に
訴
へ
け
れ
ば
、
北
の
御
方
へ
し
ら
せ
奉
り
け
る
。
あ
な
哀
や
、
足
よ
は
の
身
と
し
て
、
は
る
〴
〵
と
京
を
出
て
、
か
ゝ
る
遠
國
に
心
を
尽
し
、
剰
へ
年
を
重
ね
て
も
、
思
立
ぬ
る
本
意
は
と
げ
ず
し
て
、
い
つ
を
（
20
ウ
）
限
り
共
な
く
、
身
は
浮
雲
を
頼
み
た
る
心
ち
し
て
、
明
暮
思
ひ
に
沈
み
給
へ
ば
、い
つ
と
な
く
心
苦
し
び
て
、
か
ゝ
る
に
や
と
かママ
くママ
小
侍
従
と
云
局
を
つ
か
は
し
給
ひ
て
、
事
の
や
う
を
伺
せ
、
さ
て
医
師
を
く
は
へ
さ
せ
給
ふ
。
医
師
の
い
は
く
、
ほ
ゐ
だ
に
と
げ
給
は
ゞ
、
を
の
づ
か
ら
心
ち
晴
ら
か
に
か
へ
り
て
、
快
る
べ
し
。
さ
ら
ず
は
い
じ
や
つ
叶
ひ
が
た
か
ら
ん
、
と
云
り
。
北
の
方
聞
し
召
て
、
げ
に
〴
〵
さ
こ
そ
有
べ
け
る
に
よ
り
、
こ
う
こ
そ
思
へ
れ
ば
迚
、
あ
る
時
御
気
色
を
見
給
ひ
て
、
事
の
や
う
を
あ
ら
増
聞
え
さ
せ
給
ひ
て
、
世
に
哀
に
思
ひ
侍
る
、
急
ぎ
安
堵
を
さ
せ
給
ひ
て
、
い
の
ち
を
（
21
オ
）
つ
が
せ
給
へ
、
と
極
め
て
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
大
将
殿
聞
し
召
て
、
誠
に
鎌
倉
へ
下
り
て
、
も
は
や
年
久
敷
過
ぬ
ら
ん
、
さ
れ
共
我
國
の
も
の
とママ
、
つ
き
せ
る
事
な
く
権
門
に
の
ぞ
み
て
ゐ
ぬ
。
扨
は
君
の
よ
う
じ
に
彼
是
と
打
ま
ぎ
れ
て
、
空
敷
今
ま
で
打
過
ぬ
。
ま
づ
れ
う
治
を
な
し
て
、
よ
事
は
不
日
に
げ
ち
を
す
べ
し
、
と
仰
ら
れ
て
、
立
せ
給
ふ
。
沙
汰
は
ま
め
や
か
に
聞
え
侍
れ
ば
、
近
き
程
に
安
堵
お
は
し
候
は
ん
。
又
は
医
師
に
逢
せ
給
ひ
て
、
御
心
を
快
く
取
直
さ
せ
給
へ
、
抔
ぞ
書
せ
給
ふ
。
誠
に
有
難
き
御
心
ざ
し
哉
。
此
事
の
み
身
の
一
念
な
れ
ば
、
事
（
21
ウ
）
─　　─22
ゆ
か
ず
し
て
は
か
な
く
成
な
ば
、
よ
み
ぢ
の
障
り
と
成
て
、
六
の
ち
ま
た
に
ま
ど
ひ
な
ん
と
、
身
の
苦
し
び
に
思
ひ
そ
へ
て
、
い
と
ゞ
心
も
か
き
乱
れ
、
せ
ん
か
た
も
な
く
口
惜
か
り
つ
る
に
、
い
と
有
難
く
こ
そ
覚
え
侍
れ
迚
、
い
さ
ゝ
か
心
ち
ま
め
や
か
に
ぞ
お
は
し
け
る
。
御
返
し
に
は
、
誠
に
よ
ろ
づ
御
心
ざ
し
の
程
、
忘
れ
難
く
侍
り
。
こ
の
よ
な
ら
ず
こ
そ
候
へ
、
假
へ
身
は
ひ
き
の
谷
つ
の
土
と
成
果
る
共
、
た
え
に
し
家
だ
に
立
な
ら
ば
、
後
の
世
に
て
も
心
易
く
こ
そ
思
ひ
奉
れ
。
此
度
君
の
な
さ
け
に
預
ら
ず
は
、
い
か
で
か
安
堵
な
し
侍
ら
ん
。
竪
横
に
君
を
こ
そ
仰
ぎ
奉
れ
、（
22
オ
）
抔
の
給
へ
る
も
、
い
と
哀
也
。
去
程
に
あ
る
じ
の
し
た
し
き
も
の
、
よ
う
の
事
有
て
、
京
へ
登
る
べ
き
よ
し
云
程
に
、
よ
き
便
り
な
れ
ば
、
文
抔
人
々
の
方
へ
言
傳
ん
迚
、
夜
も
す
が
ら
書
せ
給
ひ
に
け
り
。
明
け
れ
ば
宿
を
出
て
急
ぎ
行
程
に
、
京
に
も
着
し
か
ば
、
ま
づ
御
文
を
ば
人
々
の
方
へ
奉
り
け
り
。
中
納
言
殿
の
北
の
御
方
、
嬉
し
く
て
見
給
ふ
に
、
過
し
比
よ
り
心
ち
例
な
ら
ず
煩
ら
は
し
、
か
く
て
は
年
月
願
ひ
に
し
事
共
、
本
意
な
く
成
ら
ん
と
、
此
世
な
ら
ず
悲
し
か
り
し
に
、
大
将
殿
の
御
方
よ
り
、
な
ゝ
め
成
ず
い
た
は
り
給
ふ
こ
と
に
は
、
近
き
程
に
年
比
の
ほ
ふママ
を
と
げ
（
22
ウ
）
さ
せ
給
ふ
べ
き
、
と
な
ん
聞
え
侍
れ
ば
、
い
と
嬉
し
く
て
、
此
比
は
心
ち
も
と
に
か
へ
り
ぬ
、
抔
こ
ま
〴
〵
と
書
せ
給
ひ
て
、
　
　
積
り
ぬ
る
霧
や
晴
な
ん
我
胸
の
明
つ
か
た
に
は
立
て
登
ら
ん
と
ぞ
書
せ
せママ
給
ふ
。
又
大
納
言
殿
の
北
の
御
方
へ
も
御
文
あ
り
。
　
　
便
り
な
き
程
は
な
つ
か
し
雲
の
上
い
か
ゞ
有
ら
ん
思
ふ
斗
に
す
すママ
ゑ
ふ
さ
の
卿
の
御
妹
の
か
た
へ
、
御
文
の
は
し
に
、
都
の
空
は
月
ま
で
も
一
し
ほ
き
よ
ら
に
こ
そ
は
お
は
し
侍
れ
、
い
ぶ
せ
き
東
の
月
影
は
、
詠
る
に
い
と
お
ぼ
つ
か
な
き
。
　
　
都
に
も
引
か
へ
た
り
し
月
影
を
や
が
て
雲
井
に
す
み
て
見
る
と
は（
23
オ
）
人
々
是
を
見
給
ひ
て
、
す
ゞ
ろ
に
嬉
し
く
て
、
猶
々
神
ほ
と
け
に
願
を
た
て
ゝ
、
近
き
程
に
本
意
を
と
げ
さ
せ
給
へ
、
な
ど
祈
り
給
ふ
が
、
中
納
言
殿
の
北
の
御
方
は
、
こ
の
人
が
為
に
賀
茂
の
社
に
詣
で
、
此
事
を
祈
り
給
ひ
て
、
　
　
千
早
振
神
の
玉
籬
誠
有
ば
か
ゝ
る
願
ひ
を
は
て
し
め
給
へ
と
な
ん
聞
ゆ
○
。
又
過
に
し
人
の
御
め
の
と
ゝ
聞
え
し
、
式
部
の
大
夫
が
猶
子
六
位
の
新
帥
殿
に
宮
づ
き
て
、
此
年
月
比
筑
紫
に
侍
り
け
る
が
、
御
暇
を
給
り
て
、
近
き
程
に
京
に
着
な
ん
。
中
納
言
殿
へ
参
り
け
る
に
、ま
づ
萬
さ
し
を
き
て
、東
が
た
の
御
事
は
、い
か
に（
23
ウ
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─23
お
は
し
侍
る
に
や
、
身
は
筑
紫
に
有
ぬ
れ
共
、
心
は
此
御
方
に
の
み
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
安
き
心
も
せ
ず
、
抔
聞
え
け
れ
ば
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
と
て
鎌
倉
の
う
は
さ
、
初
よ
り
の
御
事
共
抔
を
、
夜
も
す
が
ら
語
り
給
へ
ば
、
涙
に
む
せ
び
て
、
物
だ
に
も
い
ひ
あ
へ
ず
。
さ
れ
共
安
堵
の
沙
汰
を
ち
か
〴
〵
に
承
れ
ば
、い
と
頼
も
し
。さ
も
あ
ら
ば
、思
ひ
立
て
下
り
侍
り
て
、
誠
の
沙
汰
あ
ら
ば
、
はママ
た
力
を
合
せ
奉
ら
ば
や
、
と
云
け
れ
ば
、
然
る
べ
き
事
に
こ
そ
迚
、
北
の
御
方
よ
り
、
衣
装
抔
さ
ま
〴
〵
調
度
あ
り
け
り
。
其
ほ
か
し
た
し
き
人
々
よ
り
も
、
御
文
に
取
添
て
、
物
し
給
ひ
に
け
り
。
か
ひ
〴
〵
敷
も
京
を
出
て
行
程
に
、
日
数
を
経
て
鎌
倉
（
24
オ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
仏
の
事
に
着
ぬ
。
扨
ひ
き
の
谷
と
云
所
を
尋
て
ま
か
り
け
り
。
北
の
御
方
は
御
覧
じ
て
、
涙
に
む
せ
ば
せ
給
ひ
て
、
夢
か
と
の
み
思
召
に
け
る
。
六
位
は
見
奉
る
に
、
有
し
御
面
影
も
な
く
成
せ
給
ひ
て
、
御
身
も
細
ら
せ
給
ひ
、
心
ち
も
よ
ろ
〳
〵
げ
に
煩
ら
は
せ
給
へ
ば
、
げ
に
も
こ
と
は
り
に
こ
そ
侍
れ
。
は
か
な
き
御
身
に
て
、
年
月
の
御
思
ひ
に
心
を
苦
し
め
さ
せ
給
へ
ば
、
人
成
ぬ
御
気
し
き
も
さ
こ
そ
思
ひ
奉
れ
。
我
身
も
御
う
へ
い
か
ゞ
有
ら
ん
と
、
打
置
ひ
ま
も
な
く
、
思
ひ
奉
れ
共
、
遥
か
成
國
を
隔
て
ぬ
れ
ば
、
便
り
を
う
る
に
も
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
相
は
ず
。
只
心
づ
く
し
に
思
ひ
暮
し
侍
り
。
さ
れ
共
公
達
ま
め
（
24
ウ
）
や
か
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
頼
も
し
く
思
ひ
奉
る
。
そ
や
迚
涙
に
む
せ
び
け
り
。
扨
も
御
沙
汰
は
い
か
に
し
給
ふ
ぞ
、
と
都
に
は
人
々
聞
ま
ほ
し
く
こ
が
れ
さ
せ
給
ふ
。
そ
や
と
申
せ
ば
、
さ
れ
ば
こ
そ
大
将
殿
の
北
の
御
方
、
世
に
ふ
び
ん
に
し
給
ひ
て
、
仰
事
い
と
ね
ん
ご
ろ
に
お
は
し
け
る
が
、
近
き
程
に
本
意
を
と
ぐ
べ
き
や
う
に
聞
え
給
へ
ば
、
い
と
ま
め
や
か
に
こ
そ
覚
ゆ
れ
、
抔
仰
ら
れ
て
、
う
き
年
月
の
事
共
、
た
が
ひ
に
語
り
合
せ
給
ふ
程
に
、
北
の
御
方
、
六
位
が
参
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
審
惟
康
卿
此
頃
二
位
左
中
将
也
弘
安
十
年
中
納
言
右
大
将
よ
り
、御
心
ま
め
や
か
に
、力
づ
か
せ
給
ふ
○
。去
程
に
右
大
将
殿
、執
政
に
事
の
や
う
を
仰
含
め
ら
れ
て
、
重
代
の
領
所
、
か
へ
し
つ
け
（
25
オ
）
　
　
　
　
　
　
　
七
月
廿
日
也
さ
せ
給
ふ
安
堵
の
御
教
書
を
な
し
給
り
け
り
。
北
の
御
方
、
年
月
の
願
ひ
は
て
給
ひ
て
、
有
難
く
も
嬉
敷
も
、
此
世
お
ぼ
し
よ
ろ
こ
び
給
ふ
。
為
氏
多
年
の
お
う
り
や
う
、
誠
に
不
義
の
し
ん
、
御
い
ま
し
め
有
べ
き
よ
し
を
、
京
へ
聞
え
さ
せ
給
へ
ば
、
今
更
歎
き
ふ
り
き
た
る
心
ち
し
て
ぞ
見
給
ひ
に
け
る
。
扨
、
鎌
倉
方
に
て
願
ひ
を
立
給
ひ
し
神
ほ
と
け
に
詣
で
、
御
誓
ひ
空
し
か
ら
ず
、
事
の
本
意
を
と
げ
さ
せ
給
ふ
事
の
有
難
さ
、
長
く
報
じ
─　　─24
奉
ら
な
ん
。
猶
行
末
守
り
給
へ
迚
、
猶
も
御
祈
誓
を
ぞ
か
け
給
ふ
。
扨
、大
将
殿
の
北
の
方
、名
残
は
惜
み
給
へ
共
、力
な
く
登
り
給
ふ
。（
25
ウ
）
様
々
の
ろ
く
共
た
び
て
立
ち
給
ひ
に
け
り
○
。
扨
、
京
に
入
せ
給
へ
ば
、
人
〴
〵
よ
ろ
こ
び
給
ふ
事
は
、
日
比
の
歎
き
に
引
か
へ
て
み
え
さ
せ
給
ふ
。
君
も
臣
も
、
大
将
よ
り
い
と
こ
ま
〴
〵
と
聞
え
さ
せ
給
へ
ば
、
私
の
い
た
は
り
、
聊
も
有
べ
き
や
う
な
し
。
東
の
亀
の
鏡
に
掛
て
、
す
み
や
か
に
事
を
顕
し
給
へ
ば
、
年
月
絶
て
久
し
き
家
を
ば
、
二
た
び
お
こ
し
給
ふ
、
世
の
ま
つ
り
事
こ
そ
有
難
け
れ
。
父
の
遺
跡
に
そ
な
は
り
て
、
其
器
量
、
父
祖
に
劣
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
き
に
あ
た
り
給
へ
ば
、
生
立
給
ひ
て
、
か
は
ら
ず
朝
の
臣
と
成
て
、
亡
父
と
相
幷
び
て
和
哥
の
秀
才
人
と
ぞ
成
給
ひ
に
け
る
。（
26
オ
）
右
阿
仏
東
下
日
記
一
巻
、
屋
代
弘
賢
秘
本
、
長
塩
宗
泉
乞p
之
所p
写
之
蔵
書
雖p
禁w
世
間
流
布a
任w
懇
志q
密
々
備p
之
書
写
畢
。
予
猶
附
考
記w
于
紙
末z
他
見
不p
可p
有
p
之
穴
賢
。
　
天
保
六
年
三
月
下
旬　
　
　
　
大
進
匡
聘
（
27
オ
）
此
一
巻
は
、
阿
佛
尼
の
十
六
夜
〔
日
〕
記
異
本
な
り
。
巻
中
文
躰
を
熟
覧
す
る
に
、
京
を
立
出
て
鎌
倉
に
赴
ん
と
す
。
其
心
ざ
し
、
始
め
述
懐
の
詞
書
は
、
流
〔
布
十
〕
六
夜
日
記
に
少
し
替
れ
共
、
詞
意
味
同
じ
事
に
し
て
、
出
立
給
ふ
所
よ
り
哥
迄
も
替
れ
り
。
さ
れ
ど
も
三
首
同
哥
な
り
。
内
〔
二
〕
首
は
全
く
同
哥
也
。
今
一
首
は
初
句
斗
違
へ
り
。
又
壹
首
は
下
句
斗
同
じ
。
其
外
別
記
の
如
し
。
然
る
に
、
富
士
の
裾
野
原
に
て
風
邪
の
煩
に
い
た
は
り
、
宿
の
あ
る
じ
深
き
情
有
て
、
こ
し
を
用
意
し
、
鎌
倉
比
企
谷
な
る
ゆ
か
り
の
人
の
許
に
返
り
届
け
た
り
。
於
爰
は
、
更
に
日
記
し
（
28
オ
）
た
る
事
も
詠
哥
も
な
し
。
さ
ま
〴
〵
苦
し
給
ひ
て
、
筆
取
事
も
煩
は
し
か
り
し
を
、
供
し
た
る
侍
女
の
書
續
た
る
也
。
其
文
躰
、
扨
爰
に
お
は
し
て
、
と
云
所
よ
り
自
記
な
ら
ず
。
扨
、
又
京
よ
り
便
り
有
て
、
文
抔
送
ら
れ
、
中
に
短
哥
あ
り
。
其
詞
に
、
郭
公
の
事
に
付
て
、
実
方
中
将
の
〔
陸
奥
〕
に
下
り
し
子
細
を
悉
く
記
し
た
る
は
、
物
語
の
一
段
共
云
つ
べ
し
。
殊
に
行
成
卿
を
、
公
任
卿
と
書
誤
り
た
り
。
是
は
不
斗
〔
陸
奥
〕
に
て
卯
月
末
に
至
り
て
、
郭
公
の
鳴
ざ
る
事
の
謂
れ
を
、
侍
女
の
尼
公
に
問
給
へ
る
に
依
て
、
実
方
の
故
事
を
語
り
聞
せ
し
を
、
珍
ら
敷
聞
請
て
日
記
に
書
添
た
ら
ん
。（
28
ウ
）
り
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─25
其
外
に
、
去
程
に
抔
と
書
継
た
〔
る
〕
さ
ま
、
所
々
に
あ
り
。
月
日
経
て
度
々
に
記
し
た
る
成
し
。
猶
案
る
に
、
鎌
倉
の
北
方
よ
り
仰
事
に
て
拾
遺
集
を
書
せ
〔
給
〕
ひ
、
夫
の
み
な
ら
ず
哥
の
様
抔
聞
せ
給
ひ
て
、
大
方
な
ら
ぬ
人
に
思
し
て
、
穏
便
に
か
し
づ
か
せ
給
ひ
け
り
、
と
云
事
抔
を
も
て
見
れ
ば
、〔
世
に
〕
知
る
所
の
夜
の
鶴
と
い
ふ
尼
公
の
教
訓
抄
も
、
鎌
倉
北
方
へ
送
り
奉
り
し
書
成
べ
し
。
殊
に
夜
の
靏
も
子
を
思
へ
ば
や
、
と
云
哥
を
、
大
き
お
と
ゞ
殿
の
北
妹
方
よ
り
送
ら
れ
し
事
、
此
日
記
の
中
に
あ
れ
ば
に
や
、
扨
は
か
く
鎌
倉
北
方
對
面
は
成
が
た
け
れ
共
、深
く
思
し
給
ふ
故
に
、定
め
て
旅
の
日
記
も（
29
オ
）
所
望
有
た
ら
ん
。
其
時
書
つ
く
ろ
ひ
て
奉
り
た
る
が
、
流
布
の
十
六
夜
日
記
成
べ
し
。
殊
更
此
文
中
に
、
か
ゝ
る
東
の
塵
に
交
り
、
う
き
思
ひ
に
身
を
苦
し
む
抔
、
又
京
よ
り
便
り
の
返
事
、
短
歌
に
尼
公
の
讀
れ
し
は
、
さ
ま
〴
〵
よ
り
あ
ふ
人
と
て
も
、
だ
み
た
る
声
の
高
く
な
く
、
つ
た
な
き
事
の
み
い
〔
ひ
〕
つ
ゞ
け
、
こ
と
む
く
つ
け
き
お
の
こ
共
、
見
る
も
に
げ
な
き
め
の
わ
ら
は
、
見
れ
ば
か
つ
ら
は
や
し
や
う
に
て
、
此
世
の
人
共
み
え
ざ
る
〔
也
〕、
か
く
淺
ま
し
き
其
中
に
、
此
年
月
を
ふ
り
に
け
る
、
い
か
に
哀
と
思
は
な
ん
云
々
、
か
く
云
事
は
、
鎌
倉
を
あ
し
様
に
書
な
し
た
れ
ば
、
憚
る
べ
し
。
此
日
記
は
建
治
三
年
よ
り
（
29
ウ
）
弘
安
二
年
迄
也
。
鎌
倉
将
軍
は
惟
康
親
王
也
。
然
る
を
、
大
将
殿
と
書
た
る
は
い
か
成
事
か
。
惟
康
親
王
中
度
源
姓
を
給
り
、
建
治
弘
安
の
頃
は
三
位
の
中
将
に
て
、〔
後
〕
に
再
親
王　
宣
下
あ
り
。
只
大
将
軍
殿
共
書
べ
き
を
、
侍
女
の
筆
記
な
れ
ば
、
心
な
く
大
将
殿
と
書
た
る
べ
し
。
又
北
方
の
〔
事
〕
多
く
書
り
。
其
中
に
、
阿
仏
尼
を
さ
し
て
北
方
と
書
た
る
様
子
も
み
え
た
り
。
旁
以
て
此
一
巻
、
誠
の
私
の
日
記
に
て
、
尼
公
并
侍
女
の
書
継
た
る
は
、
い
ぶ
せ
き
内
の
事
に
し
て
、
必
し
も
露
顕
は
有
ま
じ
き
事
也
。
若
は
冷
泉
家
に
秘
し
置
れ
た
る
を
、誰
人
か
書
写
し
て
傳
へ
た
る
、此
日
記
な
る
や
。（
30
オ
）
建
治
元
年
五
月
朔
日
、
為
家
卿
七
十
八
才
に
て
薨
去
。
其
子
為
氏
卿
于
時
五
十
四
歳
、
大
納
言
也
。
為
教
卿
五
十
才
、
為
相
卿
十
三
才
、
侍
従
従
五
位
上
也
。
阿
仏
尼
發
京
は
建
治
三
年
十
月
十
六
日
、
領
知
安
堵
教
書
は
、
弘
安
二
年
七
月
廿
日
。
阿
仏
尼
卒
去
は
弘
安
三
年
四
月
八
日
な
り
。
墓
は
西
八
條
大
通
寺
と
、
鎌
倉
英
勝
寺
に
あ
り
。
流
布
十
六
夜
日
記
に
は
帰
京
の
事
書
残
し
た
る
は
、
鎌
倉
〔
に
て
〕
認
て
置
れ
し
が
、
此
日
記
は
侍
女
が
追
々
書
継
し
故
に
、
慥
に
帰
京
の
事
迄
も
書
の
せ
た
り
。
然
ら
ば
大
通
寺
の
墓
、
誠
な
る
べ
し
。
鎌
倉
は
後
世
の
拵
物
か
。（
30
ウ
）
─　　─26
尼
公
は
但
馬
守
平
廣
繁
の
女
。始
め
安
嘉
門
院
〈
守
貞
親
王
女
邦
子
内
親
王
後
堀
川
院
御
國
母
〉
の
女
房
四
条
局
、
或
は
右
衛
門
佐
共
称
し
け
る
。
後
に
は
北
林
尼
と
ぞ
云
り
。
旧
跡
は
、〔
東
山
〕
麓
に
阿
仏
屋
敷
と
て
あ
り
。
宮
部
義
正
聞
書
に
み
え
た
り
。
右
一
巻
書　ヲ
写　メp
之
令w
〔
熟
覧
〕q
引w
諸
籍q
所w
附
考q
之
趣
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
進
匡
聘
（
31
オ
）
六
　
校
異
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
│
国
会
図
書
館
本
の
順
で
異
同
を
示
す
。
漢
字
仮
名
の
書
き
分
け
は
基
本
的
に
校
異
を
省
略
し
た
が
、
重
要
な
箇
所
は
掲
示
し
た
。
１
学
習
院
大
学
本
の
本
文
が
問
題
に
な
る
箇
所
は
さ
ら
に
下
に
（
学
）
と
し
て
示
し
た
。
１
オ
・
い
ま
は
の
時
│
い
ま
は
の
すと
き
│
い
ま
は
の
すと
き
（
学
）
１
ウ
・
せ
う
こ
ん
わ
た
し
て
│
せ
う
え
む
わ
た
し
て
・
絶
な
ん
事
を
悲
し
ひ
て
│
た
え
な
ん
こ
と
を
か
な
し
み
て
２
オ
校
異
ナ
シ
２
ウ
・
歎
き
沈
ん
よ
り
と
て
下
り
て
│
な
け
き
し
つ
ま
ん
よ
り
と
く
下
り
て
・
頃
は
三
冬
の
立
初
め
つ
か
た
│
こ
ろ
は
三
冬
の
立
は
し
め
つ
か
た
に
・
粟
田
口
に
て
と
て
│
あ
は
た
く
ち
ま
て
と
て
・
逢
坂
のにイ
つ
き
ぬ
│
あ
ふ
さ
か
に
つ
き
ぬ
│
あ
ふ
さ
か
に
つ
き
ぬ
（
学
）
３
オ
校
異
ナ
シ
３
ウ
・
春
霞
か
と
う
た
か
ひ
け
る
│
春
か
す
み
か
と
そ
た
か
ひ
け
る
│
春
か
す
み
か
と
そ
た
か
ひ
け
る
（
学
）
・
い
と
ゝ
か
な
し
│
い
と
ゝ
か
な
し
│
い
と
か
な
し
（
学
）
・
森
山
と
い
ふ
所
に
│
も
り
山
と
い
ふ
所
に
４
オ
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─27
・
か
な
た
こ
な
た
も
│
か
な
た
こ
な
た
も
│
か
な
た
こ
な
た
と（
学
）
・
時
雨
は
は
れ
│
し
く
れ
て
は
は
れ
４
ウ
・
又
晴
天
は
れ
〳
〵
│
ま
た
せ
い
て
ん
は
れ
〳
〵
し
・
至
り
て
見
れ
は
│
い
た
り
て
み
け
れ
は
５
オ
・
つ
み
し
け
り
│
つ
み
し
き
け
り
・
心
細
く
そ
成
け
る
│
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
そ
な
り
・
降
雪
を
見
る
に
付
て
も
│
降
雪
を
み
る
に
付
て
や
５
ウ
校
異
ナ
シ
６
オ
・
三
河
の
國
に
至
り
に
け
り
│
三
河
の
く
に
ゝ
い
り
に
け
り
・
と
か
く
は
心
を
慰
め
つ
│
と
か
く
そ
こ
ゝ
ろ
を
な
く
さ
め
つ
│
と
か
く
と
こ
ゝ
ろ
を
な
く
さ
め
つ
（
学
）
・
つ
か
れ
も
い
さ
ゝ
か
や
す
ら
か
に
│
つ
か
れ
も
い
さ
ゝ
や
す
ら
か
に
│
つ
か
れ
も
い
さ
ゝ
や
す
から
か
に
（
学
）
６
ウ
・
あ
つ
もまの
み
ち
は
初
冬
の
く
れ
ま
て
│
あ
つ
もまのかみ
ち
は
初
冬
の
く
れ
ま
て
│
あ
つ
も
み
ち
は
初
冬
の
く
れ
ま
て
（
学
）
７
オ
・
た
え
か
た
き
そ
│
た
え
か
た
き
に
７
ウ
・
さ
れ
古
郷
の
│
さ
そ
ふ
る
さ
と
の
・
悲
し
さ
残
る
宿
の
ま
く
ら
に
│
か
な
し
さ
の
こ
す
や
と
の
ま
く
ら
に
８
オ
・
い
く
重
ぬ
き
つ
ゝ
│
い
く
か
さ
ね
き
つ
│
い
く
か
さ
ね
うき
つ
（
学
）
・
益
共
│
ひ
る
と
も
・
こ
き
連
た
り
し
│
た
き
つ
れ
た
り
し
８
ウ
・
蛍
火
か
と
う
た
か
へ
り
│
ほ
た
る
火
か
と
も
う
た
か
へ
り
・
白
雲
は
腰
を
そ
め
く
り
け
る
│
し
ら
雲
は
山
の
こ
し
を
そ
め
く
り
け
る
・
け
う
あ
り
て
こ
そ
覚
え
け
れ
│
け
う
あ
り
て
こ
そ
お
ほ
え
け
る
─　　─28
９
オ
・
お
は
し
ま
す
ら
め
と
│
お
は
し
ま
す
ら
め
と
て
・
元
の
心
ち
し
給
ひ
に
け
り
│
ほ
と
な
く
も
と
の
こ
ゝ
ち
し
た
ま
ひ
に
け
り
９
ウ
・
世
に
哀
に
と
ふ
ら
ひ
│
世
に
あ
は
れ
に
と
ふ
ら
ひ
て
・
頼
も
し
く
て
│
た
の
も
し
く
10
オ
・
は
つ
声
園
軒
端
の
│
は
つ
こ
ゑ
を
の
き
は
の
・
子
を
思
ふ
や
に
は
│
子
を
お
も
ふ
み
ち
に
は
・
は
る
〳
〵
と
│
は
かる
〳
〵
と
10
ウ
・
ふ
ひ
ん
に
覚
ゆ
れ
と
て
│
ふ
ひ
む
に
は
お
ほ
ゆ
れ
・
物
や
お
も
は
し
│
物
や
お
も
は
しんか
│
物
や
お
も
は
し
（
学
）
11
オ
・
抔
取
揃
へ
て
│
な
と
ゝ
取
そ
へ
て
・
代
の
ま
つ
り
事
し
け
き
に
よ
り
│
世
の
ま
つ
り
こ
と
し
け
き
に
よ
り
て
・
ぜ
ん
ふ
せ
ん
│
ぜ
ん
ぶ
せ
ん
11
ウ
校
異
ナ
シ
12
オ
校
異
ナ
シ
12
ウ
・
此
侭
に
打
捨
│
こ
の
ま
ゝ
う
ち
す
て
・
只
て
ん
〳
〵
の
身
と
成
て
│
五
十
て
ん
〳
〵
の
身
と
な
り
て
13
オ
校
異
ナ
シ
13
ウ
・
語
ら
ふ
程
も
│
か
た
ら
ふ
程
の
14
オ
・
お
も
か
け
に
│
お
り
か
ら
に
・
こ
と
は
り
を
│
こ
と
わ
さ
を
・
思
ひ
出
し
は
│
お
も
ひ
い
て
ゝ
は
・
さ
ま
〳
〵
と
│
ま
さ
〳
〵
と
・
君
の
あ
ふ
せ
の
│
き
み
に
あ
ふ
瀬
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─29
・
心
ち
し
て
│
こ
ゝ
ち
せ
し
・
是
も
思
へ
は
│
こ
れ
もを
お
も
へ
は
│
こ
れ
も
お
も
へ
は
（
学
）
・
は
か
な
さ
よ　
い
か
ゝ
成
ら
ん　
お
ほ
つ
か
な
│
は
か
な
さ
よ　
き
て
か
ま
く
ら
の　
そ
の
さ
た
は　
い
か
ゝ
あ
る
ら
む　
お
ほ
つ
か
な
│
は
か
な
さ
よ　
さ
て
か
ま
く
ら
の　
そ
の
さ
た
は　
い
か
ゝ
あ
る
ら
む　
お
ほ
つ
か
な
（
学
）
・
君
に
て
き
ゝ
も
│
きふか
み
に
て
き
ゝ
も
14
ウ
・
其
ま
つ
り
事
│
そ
の
ま
つ
り
事
・
暫
く
さ
た
は
│
し
は
ら
く
さ
た
も
・
ち
か
ふ
ら
ん
│
ちしの
かふ
ら
む
│
ち
ふ
ら
ん
（
学
）
・
み
ち
の
奥
に
は
│
道
の
お
く
こ
そ
・
い
ひ
こ
し
け
ん
も
│
い
ひ
こ
し
け
ん
も
│
言
ひ
ぞ
し
け
ん
も
（
学
）
15
オ
・
明
暮
毎
に
│
明
く
れ
か
と
に
│
あ
け
く
れ
か
と
に
（
学
）
・
ま
つ
は
苦
し
き
│
ま
つ
は
苦
し
き
と
て
・
御
文
を
わ
さ
と
人
し
て
下
さ
せ
給
へ
る
│
御
文
を
わ
さ
と
人
〳
〵
く
た
さ
せ
給
へ
る
な
り
│
御
文
を
わ
さ
と
人
〳
〵
く
た
さ
せ
給
へ
る
な
り
（
学
）
15
ウ
・
東
か
た
は
さ
も
あ
ら
す
と
な
ん
│
あ
か
だ
は
さ
も
あ
ら
す
と
な
ん
│
あ
か
だ
は
さ
も
あ
ら
す
と
な
ん
（
学
）
・
我
帝
│
我をか
帝
│
を
帝
（
学
）
・
い
か
成
い
し
ゆ
か
│
い
か
な
る
し
い
し
ゆ
か
│
い
か
な
る
し
い
し
ゆ
か
（
学
）
・
其
時
し
よ
く
人
〳
〵
け
う
を
さ
ま
し
て
│
そ
の
き
し
よ
く
ひ
と
〳
〵
け
う
を
さ
ま
し
て
16
オ
・
大
庭
に
あ
る
冠
と
て
ま
い
ら
せ
よ
と
仰
ら
る
れ
は
│
大
庭
に
あ
る
か
ふ
り
と
り
て
ま
い
ら
せ
よ
と
仰
ら
る
ゝ
れ
は
16
ウ
・
ほ
う
し
候
は
ん
│
ほ
う
し
候候は
ん
17
オ
・
や
か
て
大
納
言
に
は
任
し
給
ひ
け
る
│
や
か
て
大
な
こ
ん
に
そ
任
し
給
ひ
け
る
─　　─30
・
三
と
せ
か
間
│
三
と
せ
か
あ
い
た
に
・
力
な
く
み
ち
の
國
へ
は
下
ら
れ
け
る
│
ち
か
ら
な
く
み
ち
の
く
に
へ
そ
く
た
ら
れ
け
る
17
ウ
・
か
い
子
見
る
そ
も
│
か
い
子
み
る
に
も
・
か
た
ら
ひ
明
す
│
う
ち
か
た
ら
ひ
明
す
18
オ
・
朗
詠
の
│
ら
う
え
い
し
・
忘
形
見
は
│
わ
す
れ
か
た
き
は
・
夕
御
か
た
の
や
│
か
の
御
か
た
の
や
│
か
の
御
か
た
の
や
（
学
）
・
色
ま
し
は
る
の
│
い
ろ
ま
し
は
る
も
18
ウ
・
ふ
け
行
空
に
│
ふ
け
ゆ
く
空
ま
て
・
か
た
ふ
き
て
│
う
そ
ふ
き
て
・
あ
さ
へ
け
れ
│
あ
さる
へ
け
れ
・
さ
ま
〳
〵
よ
り
あ
ふ
│
た
ま
〳
〵
よ
り
あ
ふ
・
だ
ひ
た
る
声
の
│
た
み
た
る
こ
ゑ
の
・
高
く
な
く
│
か
た
く
な
く
19
オ
・
や
し
や
う
に
て
│
や
し
や
に
に
て
・
こ
の
と
し
月
を　
ふ
り
に
け
る　
い
か
に
哀
と　
思
は
な
ん
│
こ
の
と
し
月
を
ふ
り
け
る
を
い
か
に
あ
は
れ
と
も
お
も
は
な
ん　
※
二
行
前
か
ら
句
間
の
空
白
を
略
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
国
会
図
書
館
本
は
一
行
二
句
ず
つ
の
書
き
分
け
を
や
め
、
句
分
け
せ
ず
、
地
の
文
の
よ
う
に
続
け
書
き
に
な
る
│
こ
の
と
し
月
を
ふ
り
け
る
を
い
か
に
あ
は
れ
と
お
も
は
な
ん
（
学
）
※
同
様
・
優
身
な
か
ら
も
│
う
き
身
な
か
ら
も
・
今
は
や
恋
し
き　
都
に
も
│
今
は
ゝ
や
こ
ひ
し
き
も
み
や
こ
も
19
ウ
・
又
あ
る
御
か
た
の
か
へ
し
に
│
ま
た
あ
る
御
か
た
へ
の
か
へ
し
に
・
人
々
の
御
方
へ
は
い
と
こ
ま
や
か
に
│
人
〳
〵
の
御
か
た
へ
は　
と
こ
ま
や
か
に
│
人
〳
〵
の
御
か
た
へ
は
と
こ
ま
や
か
に
（
学
）
・
も
て
か
し
つ
き
ま
い
ら
せ
し
け
る
に
│
も
て
か
し
つ
き
ま
い
ら
し
け
る
に
20
オ
・
只
御
消
息
の
み
叶
ひ
給
ひ
け
り
│
た
ゝ
御
せ
う
そ
こ
の
み
か
よ
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
阿
仏
東
く
だ
り
』
解
題
・
翻
刻
─　　─31
ひ
給
ひ
け
り
・
よ
り
〳
〵
に
と
ふ
ら
ひ
│
よ
り
〳
〵
に
と
ふ
ら
ひ
て
・
哀
に
そ
思
ひ
し
つ
き
給
ひ
に
け
る
│
あ
は
れ
に
そ
お
も
ひ
。か
し
つ
き
給
ひ
に
け
る
・
北
の
方
の
御
か
た
よ
り
│
き
た
の
御
か
た
よ
り
20
ウ
・
月
身
三
界
の
く
わ
ん
を
出
て
│
自
身
三
界
の
く
わ
ん
を
い
て
ゝ
│
自
身
三
界
の
く
り
ん
を
い
て
ゝ
（
学
）
・
き
や
う
に
も
た
か
ひ
│
き
や
う
ふ
も
た
か
ひ
・
あ
る
し
の
方
よ
り
時
の
執
権
へ
│
あ
る
し
の
か
た
よ
り
も
す
き
の
し
つ
け
ん
へ
│
あ
る
し
の
か
た
よ
り
も
すと
き
の
し
つ
け
ん
へ
（
学
）
・
剰
え
│
あ
ま
さ
へ
21
オ
・
い
つ
と
な
く
心
苦
し
ひ
て
│
い
つ
と
な
く
こ
ゝ
ろ
く
る
し
み
て
・
か
ゝ
る
に
や
と
か
く
│
か
ゝ
る
に
や
と
て
・
医
師
の
い
は
く
│
い
し
の
い
は
くゝ
・
け
に
〳
〵
さ
こ
そ
有
へ
け
る
に
よ
り
こ
う
こ
そ
思
へ
れ
は
迚
│
け
に
〳
〵
さ
こ
そ
あ
る
へ
け
れ
（
二
字
分
の
虫
損
を
模
写
、
傍
記
「
も
と
歟
」）
よ
り
こ
う
こ
そ
思
へ
れ
は
と
て
│
け
に
〳
〵
さ
こ
そ
あ
る
へ
け
れ
（
二
字
分
虫
損
）
よ
り
こ
う
こ
そ
思
へ
れ
は
と
て
（
学
）
21
ウ
・
我
國
の
も
の
と
│
わ
か
國
の
も
の
と
も
・
権
門
に
の
そ
み
て
ゐ
ぬ
│
け
ん
も
ん
に
の
そ
み
ゐ
ぬ
・
打
過
ぬ
│
かう
ち
す
き
ぬ
・
安
堵
お
は
し
候
は
ん
│
あ
ん
と
お
は
し
ま
し
候
は
ん
・
取
直
さ
せ
給
へ
│
と
り
も
さ
せ
た
ま
へ
22
オ
・
ひ
き
の
谷
つ
の
土
と
成
果
る
共
│
ひ
き
の
や
つ
の
ち
り
と
な
り
は
つ
る
と
も
・
後
の
世
に
て
も
│
後
の
世
ま
て
も
・
安
堵
な
し
侍
ら
ん
│
あ
ん
と
を
な
し
侍
ら
ん
22
ウ
・
人
々
の
方
へ
奉
り
け
り
│
人
〳
〵
の
か
た
へ
た
て
ま
つ
り
け
る
・
願
ひ
に
し
事
共
│
ね
か
ひ
に
し
事
と
も
ゝ
・
本
意
な
く
成
ら
ん
と
│
ほ
ゐ
な
く
成
な
ゝ
む
と
─　　─32
・
年
比
の
ほ
ふ
│
と
し
頃
の
ほ
ゐ
23
オ
・
い
か
ゝ
有
ら
ん
思
ふ
斗
に
│
い
か
ゝ
あ
る
ら
む
と
お
も
ふ
は
か
り
そ
・
と
そ
書
せ
せ
給
ふ
│
と
そ
か
ゝ
せ
給
ふ
・
す
す
ゑ
ふ
さ
の
卿
の
│
又
す
ゑ
ふ
さ
の
き
や
う
の
・
詠
る
に
い
と
お
ほ
つ
か
な
き
│
な
か
む
る
に
い
と
お
ほ
つ
か
な
き
な
と
ゝ
か
き
給
ひ
て
・
都
に
も
引
か
へ
た
り
し
│
都
に
は
引
か
へ
た
り
し
・
す
み
て
見
る
と
は
│
す
み
て
見
ん
と
は
23
ウ
・
は
て
し
め
給
へ
│
み
て
し
め
た
ま
へ
・
中
納
言
殿
へ
参
り
け
る
に
│
中
な
こ
ん
殿
へ
ま
い
り
け
る
か
24
オ
・
安
き
心
も
せ
す
│
や
す
き
こ
ゝ
ち
も
せ
す
・
鎌
倉
の
う
は
さ
│
か
ま
く
ら
の
う
わは
さ
・
は
た
力
を
合
せ
奉
ら
は
や
│
かはか
た
ち
か
ら
を
あ
は
せ
た
て
ま
つ
ら
は
や
24
ウ
・
北
の
御
方
は
│
き
た
の
か
た
は
・
煩
ら
は
せ
給
へ
は
│
わ
た
ら
せ
給
へ
は
・
さ
こ
そ
思
ひ
奉
れ
│
さ
こゝ
そそ
と
思
ひ
た
て
ま
つ
れ
・
さ
れ
共
公
達
ま
め
や
か
に
│
さ
れ
と
も
き
ん
た
ち
い
と
ま
め
や
か
に
25
オ
・
そ
や
迚
涙
に
む
せ
ひ
け
り
│
そ
や
と
て
な
み
た
に
む
せ
ひ
に
け
り
25
ウ
・
年
月
の
願
ひ
は
て
給
ひ
て
│
と
し
月
の
ね
か
ひ
み
て
給
ひ
て
・
此
世
お
ほ
し
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
│
こ
の
世
な
くら
す
お
ほ
し
て
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
・
見
給
ひ
に
け
る
│
見
え
給
ひ
に
け
る
・
と
け
さ
せ
給
ふ
事
の
有
難
さ
│
と
け
さ
せ
給
ふ
こ
と
の
あ
り
か
た
きさか
26
オ
・
成
給
ひ
に
け
る
│
な
り
給
ひ
に
け
りるか
（
い
く
う
ら　
ひ
ろ
ゆ
き　
国
文
学
研
究
資
料
館
情
報
事
業
セ
ン
タ
ー
国
際
連
携
部
機
関
研
究
員
）
り
